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○上越妙高駅から
［タクシー］上越妙高駅前から乗車（約20分）
［バ　　ス］上越妙高駅から

［36］山麓線乗車，「教育大学東」下車
（約20分，平日のみ運行，１日３便） 

［鉄　　道］えちごトキめき鉄道（妙高はねうまライン）の下り線に乗車（約10分），
「春日山駅」下車，徒歩で約25分（2.2km）

○高田駅から
［タクシー］高田駅前から乗車（約10分）
［バ　　ス］高田駅近くの「本町六丁目」から

［5］教育大学線乗車，「教育大学」下車（約15分）
○直江津駅から

［タクシー］直江津駅前から乗車（約10分）
［バ　　ス］直江津駅前から

［5］教育大学線乗車，「教育大学」下車（約20分）
［バ　　ス］直江津駅前から

［36］山麓線乗車，「教育大学東」下車
（約15分，平日のみ運行，１日３便） 

本学の入学試験の出願方法は「インターネット出願」です。
インターネット出願サイトで「アカウント作成」後,出願期間内に
「出願内容の登録」・「検定料の支払い」・「出願書類の提出」を
完了してください。

入試関係日程一覧

入 試 方 法
インターネット出願登録期間 出 願 期 間

試 験 日 合格者の発表
及び検定料支払期間 （出願書類提出期間）

学校推薦型選抜
令和５年12月１日(金)10時

令和５年12月１日(金)
令和６年１月24日(水) 令和６年２月13日(火)

～ 12月８日(金)15時まで
～ 12月８日(金)

17時必着

一 般 選 抜 令和６年２月25日(日)
令和６年３月８日(金)

( 前 期 日 程 ) ～ ２月26日(月)

令和６年１月22日(月)10時
令和６年１月22日(月)

～ ２月２日(金)15時まで
～ ２月２日(金)

一 般 選 抜
17時必着

令和６年３月12日(火) 令和６年３月22日(金)
( 後 期 日 程 )

今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況，並びに災害等の不測の事態により，
本要項に記載されている「一般選抜」及び「学校推薦型選抜」の選抜方法や試験時間等を
変更して実施することがあります。
変更を決定した場合は，直ちに本学ホームページにて周知しますので，出願の前や

試験日の直前は，最新の情報にご注意願います。
〔二次元コード〕

ＵＲＬ ： https://www.juen.ac.jp/
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感染症への対応等

本年度（令和５年度）に実施する令和６年度入学者選抜は，昨年度に引き続き，本学を試験会場とし，

各種感染症の感染拡大防止に向けた対策を講じて，試験を実施します。

１ 学校推薦型選抜の「推薦書」

部活動等における大会や資格・検定試験等が中止・延期等のため参加できなかった場合は，成

果獲得に向けた努力のプロセス等について記載を求めます。

２ 調査書の取り扱い

新型コロナウイルス感染症の影響により，出席日数や特別活動の記録，指導上参考となる諸事項

の記載が少ないこと等をもって特定の入学志願者を不利益に取り扱うことがないようにします。

３ 本学試験場における感染症対策

・ 試験当日，入試業務に関わる教職員は，マスクを着用します。

・ 試験室では，定期的に出入口の扉や窓を開放することによる換気を実施します。

・ 試験場内の各所に手指消毒用の速乾性アルコール製剤を配置しますので，必要に応じてご利用

ください。

感染症の感染拡大防止のためのお願い

１ 試験当日までに，発熱，咽頭痛，咳等の症状が見られる場合は，あらかじめ医療機関を受診し

てください。

２ 他の受験者や試験監督者等への感染症拡大を防止するため，学校保健安全法施行規則において

出席停止が定められている感染症（インフルエンザ，麻しん，水痘，新型コロナウイルス感染症

等）に罹患し，試験当日までに学校保健安全法で定められた出席停止期間を経過していない方は，

受験できません（病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めたときはこ

の限りではありません）。

３ 試験当日に高熱，息苦しさ（呼吸困難），強いだるさ（倦怠感）等の強い症状がある方は，受験

を控えてください。

４ 上記により受験できなかった場合の追試験等の措置は行いません。

試験当日までは，必要に応じて「マスクの着用」「手洗いなどの手指衛生」「換気」をはじめ

とした感染症対策を行うとともに，バランスのとれた食事，適度な運動，休養，睡眠など体調管

理を心がけてください。

５ 試験当日のマスク着用は任意となります。但し，咳や咽頭痛等の体調不良の症状がある方につ

いては，マスクの着用をお願いします。

６ 試験当日は試験室の換気のため，定期的に出入口の扉や窓を開放しますので，上着などの体温

調節が出来る服を持参してください。

７ なお，試験当日は試験場で食堂の営業は行いません。一般選抜（前期日程）の受験者は，

第１日目（２月25日）に昼食を持参し，あらかじめ指示された時間内に自席で食事をとってくだ

さい。

８ 受験以外の用務のある方の入場が最小限となるよう，付添人控室は設けておりません。
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Ⅰ 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

上越教育大学では，「上越教育大学学校教育学部における卒業認定・学位授与，教育課程編成・

実施及び入学者受入れの方針」を策定し，公表しています。

以下に，教育の理念・目的，学校教育学部の目標，入学者受入れの方針（アドミッション・ポリ

シー）を示します。

１ 教育の理念・目的

上越教育大学（以下「本学」という。）は，本学大学憲章に基づき，子供の未来を切り

開くことのできる確かな実践力を備え，我が国の教育を担う中核的・指導的な教員の養成

を目指している。

教員という職業は，豊かな人間性に支えられた専門職である。その専門性には，子供た

ちの学習と生活を支援でき，そして人類の築き上げた文化を全体として理解・把握する，

つまり様々な学問分野の考え方を整理・統合し，人間の文化的営みを理解できる総合的な

資質・能力が求められている。

そのため，本学では，「21世紀を生き抜くための能力（基礎力・思考力・実践力）」を

身につけ，「人間力（優れた人格・豊かな感性・未来創造力）」を備え，さらに「教育実

践力（豊かな教養・高度な専門的知識・優れた教育技術・使命感・創造力・人間愛）」及

び「学び続ける力」を有する教員を養成する。

２ 学校教育学部の目標

主として初等教育教員の養成に関する社会的要請に応えるべく，深い人間理解と豊かな

学識及び優れた教育技術を備えた教員を養成する。

そのため，教員としての使命感や責任感を育むとともに，社会性や対人関係の力，子供

を理解し学級を運営する力，人文科学・社会科学・自然科学・芸術・スポーツについての

バランスのとれた専門的能力とその指導力など，教員に必要な基本的資質と実践的な能力

を養成する。

３ 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

(1) 本学では，以下に掲げる学生を求めている。

ア 高等学校等における基礎的な知識・技能を十分に修得している。【知識・技能】

イ 物事を多面的かつ論理的に考察することができ，自分の考えを適切な方法で表現

し，他者に伝えることができる。【思考力，判断力，表現力】

ウ 生活や社会，環境の中に問題を見出し，多様な人々と関わりながら，積極的に学

修を進めていくことができる。【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】

エ 教員を目指す強い意志を持ち，自分らしい生き方を教職との関係において追究し，

人格及び感性を高めていこうとする態度を備えている。【人間力】

(2) 以上の受入れの方針に基づいて，本学では，一般選抜（前期日程・後期日程）と学

校推薦型選抜の三つの方法により，学力の３要素等を多面的・総合的に評価し，入学

者を選抜する。

学力の３要素等

知識 思考力
主体性を持っ

選抜区分 選抜方法
・ 判断力

て多様な人々
人間力

技能 表現力
と協働して学

ぶ態度

大学入学共通テスト ○ ○

小論文 ○

一般選抜 実技検査（音楽・美
○

（前期日程） 術・体育から選択）

集団面接 ○ ○

調査書 ○

一般選抜
大学入学共通テスト ○ ○

（後期日程）
個別面接 ○ ○

調査書 ○
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大学入学共通テスト ○ ○

学校推薦型
個別面接 ○ ○

選抜
推薦書 ○ ○ ○

自己推薦書 ○ ○

調査書 ○

○：主な評価項目

※卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）と教育課程編成・実施の方針（カリキュ

ラム・ポリシー）は，本学ホームページ（https://www.juen.ac.jp/050about/010info/policy/

R04faculty.html）をご覧ください。
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(２) 学校推薦型選抜
次のいずれかに該当し，かつ，令和６年度大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科

７科目（理科において「基礎を付した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科
８科目））を受験する者です。
① 高等学校若しくは中等教育学校を令和４年４月から令和５年３月までに卒業した者

又は令和６年３月卒業見込みの者（学校教育法施行規則第93条第３項及び第103条第１項
等の規定に基づき，令和５年度の学年の途中において高等学校若しくは中等教育学校を卒
業した者又は卒業見込みの者を含む。）

② 高等専門学校第３学年を令和４年４月から令和５年３月までに修了した者又は令和６年
３月修了見込みの者

③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有するものとして認定
又は指定した在外教育施設の当該課程を令和４年４月から令和５年３月までに修了した者
又は令和６年３月31日までに修了見込みの者

４ 令和６年度大学入学共通テストの受験を要する教科・科目

一般選抜及び学校推薦型選抜に出願する者は，次に掲げる令和６年度大学入学共通テストの
５教科７科目又は６教科７科目（理科において「基礎を付した科目」を選択する場合は，５教
科８科目又は６教科８科目）の受験を要します。

教 科 科目及び科目選択方法

国 語 『国語』

地理歴史 ｢世界史Ａ｣,｢世界史Ｂ｣,｢日本史Ａ｣,｢日本史Ｂ｣, から１ 理科で

｢地理Ａ｣,｢地理Ｂ｣, 又は２科目 ａ又はｃを

｢現代社会｣,｢倫理｣,｢政治･経済｣,『倫理,政治･経済』 (注1) 選択する場合
公 民

は４科目
ａ:｢物理基礎｣,｢化学基礎｣,｢生物基礎｣,｢地学基礎」から２科目

ｂ:｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から１科目 ａ～ｄの
ｂ又はｄを

理 科 ｃ:｢物理基礎｣,｢化学基礎｣,｢生物基礎｣,｢地学基礎」から２科目 いずれか
選択する場合

並びに｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から１科目 一つ
は３科目

ｄ:｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から２科目
(注2)(注3)(注4)

｢数学Ⅰ｣,『数学Ⅰ・数学Ａ』から１科目

数 学 ｢数学Ⅱ｣,『数学Ⅱ・数学Ｂ』, の計２科目

『簿記・会計』,『情報関係基礎』から１科目

外 国 語 『英語』(注5)

(注1) 地理歴史においては，同一名称のＡ・Ｂ出題科目，公民においては，同一名称を含む出題

科目同士の選択はできません。

(注2)「理科」でａ又はｂを選択する場合は，「地理歴史，公民」から２科目を選択してください。

また，ｃ又はｄを選択する場合は，「地理歴史，公民」から１科目を選択してください。

(注3)「地理歴史，公民」で１科目を選択し，「理科」でｃを選択する場合は，理科において同一

名称を付した出題科目（「物理基礎」と「物理」，「化学基礎」と「化学」，「生物基礎」

と「生物」，「地学基礎」と「地学」）の組合せを選択することはできません。ただし，「地
理歴史，公民」で２科目を選択し，「理科」でｃを選択する場合は，この限りではありません。

この場合における本学の成績利用方法は，（注4）２．のとおりです。
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Ⅱ 募集人員・入学者選抜方法等

１ 募 集 人 員

学 部 課 程 入学定員 募 集 人 員 備 考

前 期 日 程 ７７人

学校教育学部
初等教育教員

１６０人 後 期 日 程 ３３人
養成課程

学校推薦型選抜 ５０人

（注） ２年次から，本人の希望と１年次の成績に基づいて，次のいずれかのコースに所属するこ

とになります。

詳細については，33ページ「コース・領域（分野）の紹介」をご覧ください。

・ 学校教育専修

学校教育コース，教科教育・教科複合コース，幼年教育コース，心理臨床コース，

２ 入学者選抜方法

入学者の選抜は，次の方法により行います。

・ 一般選抜（前期日程，後期日程）

・ 学校推薦型選抜

３ 出 願 資 格

(１) 一般選抜

次のいずれかに該当し，かつ，令和６年度大学入学共通テスト(５教科７科目又は６教科

７科目（理科において「基礎を付した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科

８科目））を受験した者です。

① 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者又は令和６年３月卒業見込みの者

② 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は令和６年３月修了見込みの者

③ 外国において学校教育における12年の課程を修了した者若しくは令和６年３月31日まで

に修了見込みの者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者

④ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有するものとして認定

又は指定した在外教育施設の当該課程を修了した者又は令和６年３月31日までに修了見込

みの者

⑤ 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日

以後に修了した者又は令和６年３月修了見込みの者

⑥ 文部科学大臣の指定した者（昭和23年文部省告示第47号）

⑦ 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程

度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程

（昭和26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

⑧ 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で，18歳に達したもの又は令和６年３月31日までに18歳に達するもの

【上記出願資格⑧により出願する場合の手続きは，９ページのとおりとします。】
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(２) 学校推薦型選抜
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ｂ:｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から１科目 ａ～ｄの
ｂ又はｄを

理 科 ｃ:｢物理基礎｣,｢化学基礎｣,｢生物基礎｣,｢地学基礎」から２科目 いずれか
選択する場合

並びに｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から１科目 一つ
は３科目

ｄ:｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から２科目
(注2)(注3)(注4)

｢数学Ⅰ｣,『数学Ⅰ・数学Ａ』から１科目

数 学 ｢数学Ⅱ｣,『数学Ⅱ・数学Ｂ』, の計２科目

『簿記・会計』,『情報関係基礎』から１科目

外 国 語 『英語』(注5)

(注1) 地理歴史においては，同一名称のＡ・Ｂ出題科目，公民においては，同一名称を含む出題
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(注2)「理科」でａ又はｂを選択する場合は，「地理歴史，公民」から２科目を選択してください。

また，ｃ又はｄを選択する場合は，「地理歴史，公民」から１科目を選択してください。

(注3)「地理歴史，公民」で１科目を選択し，「理科」でｃを選択する場合は，理科において同一
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とになります。

詳細については，33ページ「コース・領域（分野）の紹介」をご覧ください。
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２ 入学者選抜方法

入学者の選抜は，次の方法により行います。

・ 一般選抜（前期日程，後期日程）

・ 学校推薦型選抜

３ 出 願 資 格

(１) 一般選抜

次のいずれかに該当し，かつ，令和６年度大学入学共通テスト(５教科７科目又は６教科

７科目（理科において「基礎を付した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科

８科目））を受験した者です。

① 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者又は令和６年３月卒業見込みの者

② 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は令和６年３月修了見込みの者

③ 外国において学校教育における12年の課程を修了した者若しくは令和６年３月31日まで

に修了見込みの者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者

④ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有するものとして認定

又は指定した在外教育施設の当該課程を修了した者又は令和６年３月31日までに修了見込

みの者

⑤ 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日

以後に修了した者又は令和６年３月修了見込みの者

⑥ 文部科学大臣の指定した者（昭和23年文部省告示第47号）

⑦ 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程

度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程

（昭和26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

⑧ 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で，18歳に達したもの又は令和６年３月31日までに18歳に達するもの

【上記出願資格⑧により出願する場合の手続きは，９ページのとおりとします。】
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上 越 教 育 大 学 学 校 教 育 学 部 入 学 資 格 審 査 に つ い て

６ ペ ー ジ の「 ３ 出 願 資 格 ( 1 )一 般 選 抜 ⑧ 」に お け る 個 別 の 入 学 資 格 審 査 は ，
出 願 の 前 に ， 入 学 資 格 認 定 の た め の 審 査 を 行 う も の で す 。

な お ， 申 請 手 続 き は 次 の と お り で す が ， 申 請 に は 本 学 所 定 の 用 紙 等 が 必 要 で
す の で ， 該 当 者 は 事 前 に 本 学 入 試 課 へ 連 絡 し て く だ さ い 。

１ 入 学 資 格 審 査 の 対 象 者
本 学 の 学 校 教 育 学 部 入 学 の た め に 一 般 選 抜 の 受 験 を 希 望 し ， 令 和 ６年 ３ 月

3 1日 ま で に 1 8歳 に 達 す る 者 で 次 の い ず れ か に 該 当 す る も の で す 。
① 高 等 学 校 段 階 を 有 す る 外 国 人 学 校 を 卒 業 し た 者 又 は 卒 業 見 込 み の 者
② 上 記 ① 以 外 の 者 で ， 学 習 歴 及 び 社 会 で の 実 務 経 験 歴 や 取 得 し た 資 格 等

が 高 等 学 校 を 卒 業 し た 者 と 同 等 以 上 で あ る こ と を 客 観 的 に 確 認 で き る 者

２ 申 請 受 付 期 間 及び申請書類の送付先等
令 和 ６年 １ 月 ４ 日 （ 木 ） ～ 令 和 ６年 １ 月 ５ 日 （ 金 ）【 必 着 】
申 請 書 類 を 直 接 本 学 へ 持 参 す る 場 合 の 受 付 時 間 は ，９ 時 か ら 1 7時 ま で で す 。
申 請 書 類 を 郵 送 す る 場 合 は ， 必 ず 書 留 速 達 と し 封 筒 表 面 に 「 大 学 入 学 資 格

認 定 証 書 交 付 申 請 」 と 朱 書 し て く だ さ い 。 な お ， 受 付 期 限 後 に 到 着 し た も の
は 受 理 し ま せ ん の で ,郵 送 日 数 等 を 十 分 に 考 慮 し て 早 め に 送 付 し て く だ さ い 。
〈申請先及び問い合わせ先〉
〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町１番地

上越教育大学入試課入試チーム
電話 025-521-3294 電子メール nyushi@juen.ac.jp

注）個別の入学資格審査を必要とする者は，必ず事前に入試課入試チームに相談
してください。

３ 申 請 書 類
次 の 書 類 を 揃 え て 申 請 し て く だ さ い 。

( 1 ) 「 １ 入 学 資 格 審 査 の 対 象 者 」 の ① に 該 当 す る 者
① 入 学 資 格 認 定 申 請 書 （ 別記様式第１号）
② 履 歴 書 （入学資格認定審査用）（ 別記様式第２号）
③ 当 該 学 校 の 教 育 が 1 2年 の 課 程 で あ る こ と を 証 明 で き る も の
④ 当 該 学 校 の 教 育 内 容 等 を 証 明 で き る も の
⑤ 当 該 学 校 の 卒 業 証 明 書 又 は 卒 業 見 込 証 明 書
⑥ そ の 他 本 学 が 必 要 と 認 め る 書 類

( 2 ) 「 １ 入 学 資 格 審 査 の 対 象 者 」 の ② に 該 当 す る 者
① 入 学 資 格 認 定 申 請 書 （ 別記様式第１号）
② 履 歴 書 （入学資格認定審査用）（ 別記様式第２号）
③ 各 種 の 学 校 な ど で の 学 習 歴 及 び 社 会 で の 実 務 経 験 歴 や 取 得 し た 資 格 等 が

高 等 学 校 卒 業 と 同 等 以 上 で あ る こ と を 客 観 的 に 確 認 で き る 書 類 （ 学 習 歴 や
実 務 歴 が 複 数 に わ た る 場 合 は ， そ の す べ て に つ い て 提 出 し て く だ さ い ｡ )

④ そ の 他 本 学 が 必 要 と 認 め る 書 類

４ 入 学 資 格 審 査 の 方 法
審 査 は ， 提 出 さ れ た 書 類 に 基 づ き 行 い ま す 。
「 １ 入 学 資 格 審 査 の 対 象 者 」 の ① に 該 当 す る 者 に つ い て は ， 文 部 科 学 大

臣 が 定 め た「 大 学 入 学 資 格 に 係 る 専 修 学 校 高 等 課 程 の 指 定 に 関 す る 実 施 要 項 」
の 要 件 を 準 用 し 審 査 し ま す 。

「 １ 入 学 資 格 審 査 の 対 象 者 」 の ② に 該 当 す る 者 に つ い て は ， 個 人 の 学 習
歴 ， あ る い は 社 会 に お け る 実 務 経 験 歴 や 取 得 し た 資 格 等 に 基 づ き 総 合 的 に 審
査 し ま す 。

５ 入 学 資 格 審 査 の 結 果 通 知
令 和 ６年 １ 月 1 9日 （ 金 ） ま で に 申 請 者 宛 に 郵 送 に よ り 通 知 し ま す 。
ま た ， 入 学 資 格 を 認 め ら れ た 者 に つ い て は ，「 入 学 資 格 認 定 証 書 」 を 交 付

し ま す 。

６ 上 越 教 育 大 学 入 学 者 選 抜 試 験 の 受 験
「 入 学 資 格 認 定 証 書 」 の 交 付 を 受 け た 者 は ， 本 学 の 一 般 選 抜 を 受 験 す る こ

と が で き ま す 。
出 願 の 際 は ， 必 ず 「 入 学 資 格 認 定 証 書 」 の 写 し を 出 願 書 類 と し て 提 出 し て

く だ さ い 。

７ 留 意 事 項
こ の 入 学 資 格 審 査 は ， 本 学 の 判 断 に よ り 実 施 す る も の で あ る た め ， 認 定 の

効 力 は 本 学 の み で す 。
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(注4) ［地理歴史，公民から２科目］，［理科からｃ又はｄにより３科目又は２科目］を受験し

た場合は，理科の科目選択方法に応じて，次の３科目（理科の基礎を付した科目（２科目の

合計）を用いる場合は４科目）の成績を用います。

１．理科ｃの科目選択方法で，「物理基礎，化学基礎」と「生物」など，異なる名称を付し

た出題科目を受験した場合。

ア［地理歴史，公民の第１解答科目］

イ［地理歴史，公民の第２解答科目］，［理科の基礎を付した科目］,［理科の基礎を

付していない科目］のうち高得点の２科目（理科の基礎を付した科目を用いる場合は

３科目）

２．理科ｃの科目選択方法で，「物理基礎」と「物理」など，同一名称を付した出題科目を

受験した場合。

ア［地理歴史，公民の第１解答科目］

イ［地理歴史，公民の第２解答科目］

ウ［理科の基礎を付した科目］又は［理科の基礎を付していない科目］のどちらか高得点

の科目

３．理科ｄの科目選択方法で受験した場合。

ア［地理歴史，公民の第１解答科目］

イ［理科ｄで受験した科目の第１解答科目］

ウ［地理歴史，公民の第２解答科目］又は［理科ｄで受験した科目の第２解答科目］の

どちらか高得点の科目

(注5) 外国語の英語については，「リーディング」及び「リスニング」を課します。

なお，大学入試センターにおいて英語リスニングを免除された者については，「リーディ

ング」のみを課します。

− 　 − − 　 −8
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上 越 教 育 大 学 学 校 教 育 学 部 入 学 資 格 審 査 に つ い て

６ ペ ー ジ の「 ３ 出 願 資 格 ( 1 )一 般 選 抜 ⑧ 」に お け る 個 別 の 入 学 資 格 審 査 は ，
出 願 の 前 に ， 入 学 資 格 認 定 の た め の 審 査 を 行 う も の で す 。

な お ， 申 請 手 続 き は 次 の と お り で す が ， 申 請 に は 本 学 所 定 の 用 紙 等 が 必 要 で
す の で ， 該 当 者 は 事 前 に 本 学 入 試 課 へ 連 絡 し て く だ さ い 。

１ 入 学 資 格 審 査 の 対 象 者
本 学 の 学 校 教 育 学 部 入 学 の た め に 一 般 選 抜 の 受 験 を 希 望 し ， 令 和 ６年 ３ 月

3 1日 ま で に 1 8歳 に 達 す る 者 で 次 の い ず れ か に 該 当 す る も の で す 。
① 高 等 学 校 段 階 を 有 す る 外 国 人 学 校 を 卒 業 し た 者 又 は 卒 業 見 込 み の 者
② 上 記 ① 以 外 の 者 で ， 学 習 歴 及 び 社 会 で の 実 務 経 験 歴 や 取 得 し た 資 格 等

が 高 等 学 校 を 卒 業 し た 者 と 同 等 以 上 で あ る こ と を 客 観 的 に 確 認 で き る 者

２ 申 請 受 付 期 間 及び申請書類の送付先等
令 和 ６年 １ 月 ４ 日 （ 木 ） ～ 令 和 ６年 １ 月 ５ 日 （ 金 ）【 必 着 】
申 請 書 類 を 直 接 本 学 へ 持 参 す る 場 合 の 受 付 時 間 は ，９ 時 か ら 1 7時 ま で で す 。
申 請 書 類 を 郵 送 す る 場 合 は ， 必 ず 書 留 速 達 と し 封 筒 表 面 に 「 大 学 入 学 資 格

認 定 証 書 交 付 申 請 」 と 朱 書 し て く だ さ い 。 な お ， 受 付 期 限 後 に 到 着 し た も の
は 受 理 し ま せ ん の で ,郵 送 日 数 等 を 十 分 に 考 慮 し て 早 め に 送 付 し て く だ さ い 。
〈申請先及び問い合わせ先〉
〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町１番地

上越教育大学入試課入試チーム
電話 025-521-3294 電子メール nyushi@juen.ac.jp

注）個別の入学資格審査を必要とする者は，必ず事前に入試課入試チームに相談
してください。

３ 申 請 書 類
次 の 書 類 を 揃 え て 申 請 し て く だ さ い 。

( 1 ) 「 １ 入 学 資 格 審 査 の 対 象 者 」 の ① に 該 当 す る 者
① 入 学 資 格 認 定 申 請 書 （ 別記様式第１号）
② 履 歴 書 （入学資格認定審査用）（ 別記様式第２号）
③ 当 該 学 校 の 教 育 が 1 2年 の 課 程 で あ る こ と を 証 明 で き る も の
④ 当 該 学 校 の 教 育 内 容 等 を 証 明 で き る も の
⑤ 当 該 学 校 の 卒 業 証 明 書 又 は 卒 業 見 込 証 明 書
⑥ そ の 他 本 学 が 必 要 と 認 め る 書 類

( 2 ) 「 １ 入 学 資 格 審 査 の 対 象 者 」 の ② に 該 当 す る 者
① 入 学 資 格 認 定 申 請 書 （ 別記様式第１号）
② 履 歴 書 （入学資格認定審査用）（ 別記様式第２号）
③ 各 種 の 学 校 な ど で の 学 習 歴 及 び 社 会 で の 実 務 経 験 歴 や 取 得 し た 資 格 等 が

高 等 学 校 卒 業 と 同 等 以 上 で あ る こ と を 客 観 的 に 確 認 で き る 書 類 （ 学 習 歴 や
実 務 歴 が 複 数 に わ た る 場 合 は ， そ の す べ て に つ い て 提 出 し て く だ さ い ｡ )

④ そ の 他 本 学 が 必 要 と 認 め る 書 類

４ 入 学 資 格 審 査 の 方 法
審 査 は ， 提 出 さ れ た 書 類 に 基 づ き 行 い ま す 。
「 １ 入 学 資 格 審 査 の 対 象 者 」 の ① に 該 当 す る 者 に つ い て は ， 文 部 科 学 大

臣 が 定 め た「 大 学 入 学 資 格 に 係 る 専 修 学 校 高 等 課 程 の 指 定 に 関 す る 実 施 要 項 」
の 要 件 を 準 用 し 審 査 し ま す 。

「 １ 入 学 資 格 審 査 の 対 象 者 」 の ② に 該 当 す る 者 に つ い て は ， 個 人 の 学 習
歴 ， あ る い は 社 会 に お け る 実 務 経 験 歴 や 取 得 し た 資 格 等 に 基 づ き 総 合 的 に 審
査 し ま す 。

５ 入 学 資 格 審 査 の 結 果 通 知
令 和 ６年 １ 月 1 9日 （ 金 ） ま で に 申 請 者 宛 に 郵 送 に よ り 通 知 し ま す 。
ま た ， 入 学 資 格 を 認 め ら れ た 者 に つ い て は ，「 入 学 資 格 認 定 証 書 」 を 交 付

し ま す 。

６ 上 越 教 育 大 学 入 学 者 選 抜 試 験 の 受 験
「 入 学 資 格 認 定 証 書 」 の 交 付 を 受 け た 者 は ， 本 学 の 一 般 選 抜 を 受 験 す る こ

と が で き ま す 。
出 願 の 際 は ， 必 ず 「 入 学 資 格 認 定 証 書 」 の 写 し を 出 願 書 類 と し て 提 出 し て

く だ さ い 。

７ 留 意 事 項
こ の 入 学 資 格 審 査 は ， 本 学 の 判 断 に よ り 実 施 す る も の で あ る た め ， 認 定 の

効 力 は 本 学 の み で す 。
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(注4) ［地理歴史，公民から２科目］，［理科からｃ又はｄにより３科目又は２科目］を受験し

た場合は，理科の科目選択方法に応じて，次の３科目（理科の基礎を付した科目（２科目の

合計）を用いる場合は４科目）の成績を用います。

１．理科ｃの科目選択方法で，「物理基礎，化学基礎」と「生物」など，異なる名称を付し

た出題科目を受験した場合。

ア［地理歴史，公民の第１解答科目］

イ［地理歴史，公民の第２解答科目］，［理科の基礎を付した科目］,［理科の基礎を
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ウ［地理歴史，公民の第２解答科目］又は［理科ｄで受験した科目の第２解答科目］の

どちらか高得点の科目
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Ⅳ 出願手続
１ 出願方法

本学の入学試験の出願方法は，「インターネット出願」です。
「紙出願」（募集要項に添付の入学志願票等に直接記入する方法）は行っておりません。
インターネット出願では，学生募集要項（冊子体）の取り寄せが不要（PDFで公開しています）とな

り，Web入力に際してエラーチェック機能により願書の記入誤りが防げます。また，検定料の支払方法
としてコンビニエンスストアやクレジットカード等の利用が可能です。

ご利用にあたってはメールアドレス・パソコン（インターネット接続済）・プリンター（Ａ４出力）
が必要です。

インターネット出願において，アカウントの登録，出願内容の登録及び検定料の支払いを行っただけ
では出願手続完了ではありません。出願に必要な書類を郵送する必要があります。出願書類
の提出期限をよく確認し，郵送に要する日数を考慮したうえで期限に間に合うよう手続きしてください｡

なお，事情によりインターネット出願を利用することができない方は，出願登録期間前に，本学入
試課へご連絡ください。

【インターネット出願の流れ】

出願サイト登録

郵送又は持参・アカウントの登録

＋
・入学志願票等の印刷

・出願内容の登録 ・大学入学共通テスト
出願手続きの完了

・検定料の支払い 成績請求票，調査書

などの必要書類

出願前に募集要項を確認し，必要書類の事前準備をお願いします。

・大学入学共通テスト成績請求票
・調査書
・顔写真データ（JPEGのみ，100KB以上３MBまで）
・推薦書（学校推薦型選抜のみ）
・自己推薦書（学校推薦型選抜のみ）

１ インターネット出願サイトへアクセス
本学入試情報ホームページ
→ https://www.juen.ac.jp/060admissions/020faculty/index.htmlにある

「インターネット出願」のバナーからアクセス
インターネット出願サイト
→ https://home.postanet.jp/PortalPublic/ からアクセス

※ 「アカウントの登録」については，「インターネット出願登録期間及び検定料支払期間」以外
でも可能です。
「出願内容の登録」，「検定料の支払い」及び「入学志願票等の印刷」については，「インター

ネット出願登録期間及び検定料支払期間」以外は利用できません。

２ 出願期間・出願書類提出期間
インターネット出願登録期間 出 願 期 間

及び検定料支払期間 （出願書類提出期間）

令和５年12月１日（金）10時から
令和５年12月１日（金）から

学校推薦型選抜 令和５年12月８日（金）15時まで 令和５年12月８日（金）
17時必着

一般選抜 令和６年１月22日（月）から
（前期日程） 令和６年１月22日（月）10時から 令和６年２月２日（金）
（後期日程） 令和６年２月２日（金）15時まで 17時必着

（注）出願書類の提出にあたっては，「６ 出願書類の提出」を確認してください。
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Ⅲ 出願に当たっての留意事項

１ 本学の入学試験の出願方法は「インターネット出願」です。

「紙出願」（募集要項に添付の入学志願票等に直接記入する方法）は行っておりません。

２ 出願書類に不備がある場合には，受理しないことがありますので十分注意してください。

３ 出願書類に虚偽の記載があった場合は，入学許可を取り消すことがあります。

４ 本学の前期日程に出願した者は，他の大学・学部の前期日程には出願できません。

本学の後期日程に出願した者は，他の大学・学部の後期日程には出願できません。

なお，本学の前期日程と後期日程との併願は，可能です。

５ 国公立大学・学部（※独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。以下同じ。）

の学校推薦型選抜（大学入学共通テストを課す場合，課さない場合とも）については，１つの

大学・学部にのみ出願することができます。

本学の学校推薦型選抜に出願した者は，他の国公立大学・学部の学校推薦型選抜には出願で

きません。

※公立大学協会ホームページ（https://www.kodaikyo.org/nyushi）参照

６ 国公立大学・学部の学校推薦型選抜に出願する者は，前期日程から１つ，後期日程から１つ

の，合計２つまでの大学・学部にも出願することができます。ただし，国公立大学・学部の学

校推薦型選抜合格者又は総合型選抜合格者は，出願済みの国公立大学・学部の一般選抜を受験

しても入学許可は得られません。（当該学校推薦型選抜又は総合型選抜を実施する大学・学部

の定める学校推薦型選抜又は総合型選抜の入学辞退手続により入学辞退を許可された場合を除

く。）

７ 本学又は他の国公立大学・学部の前期日程試験に合格し，令和６年３月15日(金)までに入学

手続を行った者は，本学の後期日程試験を受験してもその合格者となることはありません。

８ 受験に関する詳細については，出願書類を提出した者に対して，本学の受験票とともにイン

ターネット出願サイトに掲載する「受験者心得」を参照してください。

なお，本学の受験票及び大学入学共通テストの受験票は，試験当日のほか，入学手続の際に

も必要ですので，紛失しないように注意してください。

９ 国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため，氏名，高等

学校等コード及び大学入学共通テストの受験番号に限って，合否及び入学手続き等に関する

個人情報が，独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達されます。

10 本学が入試を通じて取得した試験成績等の個人情報は，入試のほか，入学後の授業実施計画，

学籍管理，入学料等免除の選考，奨学金貸与・給付の選考及び各種統計資料の作成・分析に使

用し，これ以外の目的に用いることはありません。

また，個人を特定しない形で統計的な調査に使用する場合があります。

11 出願書類及び試験成績等の情報のコンピュータ入力については，個人情報の適切な取扱いに

関する契約を締結した上で，外部の事業者に委託することがあります。
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Ⅳ 出願手続
１ 出願方法
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試課へご連絡ください。

【インターネット出願の流れ】

出願サイト登録

郵送又は持参・アカウントの登録
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・入学志願票等の印刷

・出願内容の登録 ・大学入学共通テスト
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・検定料の支払い 成績請求票，調査書

などの必要書類

出願前に募集要項を確認し，必要書類の事前準備をお願いします。

・大学入学共通テスト成績請求票
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Ⅲ 出願に当たっての留意事項
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２ 出願書類等
（１）全員が提出するもの

書類等 様 式 摘 要

①入学志願票 本 学 所 定 インターネット出願サイトから，手続き完了後に出力すること。

大学入試センターから送付された「令和６共通テスト
成績請求票」を，上記①の入学志願票の所定の欄に貼り付
けること。

学校推薦型選抜・・・ 推薦 国公立推薦型選抜用

②令和６共通テスト 大学入試センター
成績請求票 所 定

なお，出願までに手もとに到着しなかった場合は，「未着」の旨のメモ

書きを「⑤ 出願書類提出用封筒」に入れて出願し，手もとに届き次第，

至急，上越教育大学入試課（〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町1番地）

宛てに「書留速達」で郵送すること。

前期日程・・・ 前 国公立前期日程用

後期日程・・・ 後 国公立後期日程用

(1) 出身学校長が作成し，厳封したものを提出すること。

(2) 高等学校卒業程度認定試験合格者等は，調査書に代えてその

合格成績証明書又はその資格を証明する書類を提出すること。

③調査書※ 文部科学省所定 なお，高等学校等に在学したことのある者は，在学期間中の調

査書又は成績証明書を併せて提出すること。

(3) 専修学校高等課程修了者等は，調査書に代えてその成績証

明書等を提出すること。

インターネット出願サイトから，所定の手順により支払手続を

行うこと。

12ページの「４ 検定料の支払い」も参照すること。

④検定料(17,000円) 出願受付後においては，既納の検定料は返還しない。

ただし，一般選抜の出願受付後に大学入学共通テスト受験科目

不足等で，出願無資格者と判明した者については，既納の検定料

のうち13,000円を本学が定める方法により返還する。

インターネット出願サイトから，手続き完了後に「封筒貼付用

宛名シート」を出力し，市販の角形２号（縦33㎝，横24㎝程度）

⑤出願書類提出用封筒 角 形 ２ 号
の封筒に貼り付けること。

出願書類を郵送する場合は，出願書類を含む封筒の重さに応じ

た切手を貼り，郵送すること。

なお，出願書類を直接持参する場合は，切手は不要となる。

※ 指導要録の保存期間が経過した場合及び廃校・被災その他の事情により，調査書の提出が困難な
場合などは，出願前に上越教育大学入試課（電話：025-521-3294）に問い合わせること。
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３ アカウントの登録・出願内容の登録
① 出願にあたっては，事前にアカウントの登録が必要です。
② 画面の手順や留意事項を必ず確認してください。

③ 画面に従って出願内容の選択，顔写真データの登録，必要事項を入力してください。

④ 検定料の支払い方法を選択してください。

４ 検定料の支払い

次のいずれかの方法で支払手続を行ってください。

ａ クレジットカードの場合

画面に従って，支払手続を行ってください。

ｂ 指定のコンビニエンスストア及びPay-easy（Pay-easyが利用可能な金融機関ATM及びインター

ネットバンキング）の場合

① 支払方法を選択し，確定後に表示される受付番号等をメモしてください。

② メモした受付番号等を使用し，取扱い店舗で支払手続を行ってください。

※ 検定料のほかに手数料がかかります。

※ 検定料は，インターネット出願登録をした日を含めた４日以内にお支払いください。ただし，

出願登録をした日から検定料支払期間の最終日までの期間が４日未満の場合は，最終日の15時ま

でにお支払いいただく必要がありますので，ご注意ください。

なお，上述の期間内にお支払いされない場合は，その出願登録は自動的にキャンセルとなりま

すので，ご注意ください。

５ 各帳票をプリンターにて印刷

検定料の支払い完了後に受信する「出願手続 検定料支払完了メール」に記載されたURLにアクセ

ス又は，アカウントにログインして「入学志願票」等を印刷します。

※ ページの拡大／縮小は「なし」で印刷してください。

６ 出願書類の提出

出力した入学志願票と他の必要書類（調査書等）を合わせて「２ 出願期間・出願書類提出期間」

の期間内に郵送（書留速達）または直接持参してください。

（注１） 出願書類郵送用封筒は市販の角形２号（縦33㎝，横24㎝程度）の封筒に，プリンターで

印刷した「封筒貼付用宛名シート」を貼り付けて使用してください。

（注２） 直接持参する場合の受付時間は，９時から17時までです。（土曜日，日曜日を除く。）

（注３） 郵送の場合には，受付期限後に到着したものは受理しませんので，郵送日数等を十分考慮

して「書留速達」で早めに送付してください。

出願書類の提出先 〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町１番地 上越教育大学入試課

７ 出願上の注意

・ 出願内容の登録完了後の変更はできませんので，入力した内容を十分に確認してください。

なお，登録内容に誤りがあった場合は，本学入試課へ連絡してください。

上越教育大学入試課（電話 025-521-3294 メール nyushi@juen.ac.jp）

・ スマートフォンやタブレットなどのモバイル端末で利用することも可能ですが，Webブラウザに

よっては正常に利用できない場合もあります。また，印刷機能を必要としますので，パソコン

からのご利用をお勧めします。

・ 出願期間終了後，一週間程度で下記の書類がインターネット出願サイト上にアップロードされ
ます。アップロードの際には，出願時に登録したメールアドレスに，その旨をお知らせします。
それぞれ受験に必要な資料ですので，各自で印刷してください。

① 受験票
② 受験者心得
③ 集団討論のテーマ・発表用のメモ用紙 ※一般選抜（前期日程）志願者のみ

（14ページの（3）を参照）

※ メールアドレスを登録する際の注意事項
メールの「受信／拒否設定」がされている場合，メールが届かないことがあります。
「nyushi@juen.ac.jp」「no-reply@postanet.jp」からのメールを受信できるよう，必ず事前

に設定しておいてください。
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２ 出願書類等
（１）全員が提出するもの

書類等 様 式 摘 要

①入学志願票 本 学 所 定 インターネット出願サイトから，手続き完了後に出力すること。

大学入試センターから送付された「令和６共通テスト
成績請求票」を，上記①の入学志願票の所定の欄に貼り付
けること。

学校推薦型選抜・・・ 推薦 国公立推薦型選抜用

②令和６共通テスト 大学入試センター
成績請求票 所 定

なお，出願までに手もとに到着しなかった場合は，「未着」の旨のメモ

書きを「⑤ 出願書類提出用封筒」に入れて出願し，手もとに届き次第，

至急，上越教育大学入試課（〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町1番地）

宛てに「書留速達」で郵送すること。

前期日程・・・ 前 国公立前期日程用

後期日程・・・ 後 国公立後期日程用

(1) 出身学校長が作成し，厳封したものを提出すること。

(2) 高等学校卒業程度認定試験合格者等は，調査書に代えてその

合格成績証明書又はその資格を証明する書類を提出すること。

③調査書※ 文部科学省所定 なお，高等学校等に在学したことのある者は，在学期間中の調

査書又は成績証明書を併せて提出すること。

(3) 専修学校高等課程修了者等は，調査書に代えてその成績証

明書等を提出すること。

インターネット出願サイトから，所定の手順により支払手続を

行うこと。

12ページの「４ 検定料の支払い」も参照すること。

④検定料(17,000円) 出願受付後においては，既納の検定料は返還しない。

ただし，一般選抜の出願受付後に大学入学共通テスト受験科目

不足等で，出願無資格者と判明した者については，既納の検定料

のうち13,000円を本学が定める方法により返還する。

インターネット出願サイトから，手続き完了後に「封筒貼付用

宛名シート」を出力し，市販の角形２号（縦33㎝，横24㎝程度）

⑤出願書類提出用封筒 角 形 ２ 号
の封筒に貼り付けること。

出願書類を郵送する場合は，出願書類を含む封筒の重さに応じ

た切手を貼り，郵送すること。

なお，出願書類を直接持参する場合は，切手は不要となる。

※ 指導要録の保存期間が経過した場合及び廃校・被災その他の事情により，調査書の提出が困難な
場合などは，出願前に上越教育大学入試課（電話：025-521-3294）に問い合わせること。
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３ アカウントの登録・出願内容の登録
① 出願にあたっては，事前にアカウントの登録が必要です。
② 画面の手順や留意事項を必ず確認してください。

③ 画面に従って出願内容の選択，顔写真データの登録，必要事項を入力してください。

④ 検定料の支払い方法を選択してください。

４ 検定料の支払い

次のいずれかの方法で支払手続を行ってください。

ａ クレジットカードの場合

画面に従って，支払手続を行ってください。

ｂ 指定のコンビニエンスストア及びPay-easy（Pay-easyが利用可能な金融機関ATM及びインター

ネットバンキング）の場合

① 支払方法を選択し，確定後に表示される受付番号等をメモしてください。

② メモした受付番号等を使用し，取扱い店舗で支払手続を行ってください。

※ 検定料のほかに手数料がかかります。

※ 検定料は，インターネット出願登録をした日を含めた４日以内にお支払いください。ただし，

出願登録をした日から検定料支払期間の最終日までの期間が４日未満の場合は，最終日の15時ま

でにお支払いいただく必要がありますので，ご注意ください。

なお，上述の期間内にお支払いされない場合は，その出願登録は自動的にキャンセルとなりま

すので，ご注意ください。

５ 各帳票をプリンターにて印刷

検定料の支払い完了後に受信する「出願手続 検定料支払完了メール」に記載されたURLにアクセ

ス又は，アカウントにログインして「入学志願票」等を印刷します。

※ ページの拡大／縮小は「なし」で印刷してください。

６ 出願書類の提出

出力した入学志願票と他の必要書類（調査書等）を合わせて「２ 出願期間・出願書類提出期間」

の期間内に郵送（書留速達）または直接持参してください。

（注１） 出願書類郵送用封筒は市販の角形２号（縦33㎝，横24㎝程度）の封筒に，プリンターで

印刷した「封筒貼付用宛名シート」を貼り付けて使用してください。

（注２） 直接持参する場合の受付時間は，９時から17時までです。（土曜日，日曜日を除く。）

（注３） 郵送の場合には，受付期限後に到着したものは受理しませんので，郵送日数等を十分考慮

して「書留速達」で早めに送付してください。

出願書類の提出先 〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町１番地 上越教育大学入試課

７ 出願上の注意

・ 出願内容の登録完了後の変更はできませんので，入力した内容を十分に確認してください。

なお，登録内容に誤りがあった場合は，本学入試課へ連絡してください。

上越教育大学入試課（電話 025-521-3294 メール nyushi@juen.ac.jp）

・ スマートフォンやタブレットなどのモバイル端末で利用することも可能ですが，Webブラウザに

よっては正常に利用できない場合もあります。また，印刷機能を必要としますので，パソコン

からのご利用をお勧めします。

・ 出願期間終了後，一週間程度で下記の書類がインターネット出願サイト上にアップロードされ
ます。アップロードの際には，出願時に登録したメールアドレスに，その旨をお知らせします。
それぞれ受験に必要な資料ですので，各自で印刷してください。

① 受験票
② 受験者心得
③ 集団討論のテーマ・発表用のメモ用紙 ※一般選抜（前期日程）志願者のみ

（14ページの（3）を参照）

※ メールアドレスを登録する際の注意事項
メールの「受信／拒否設定」がされている場合，メールが届かないことがあります。
「nyushi@juen.ac.jp」「no-reply@postanet.jp」からのメールを受信できるよう，必ず事前

に設定しておいてください。
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Ⅴ 受験上又は修学上の配慮を必要とする入学志願者との事前相談

本学に入学を志願する者で，障害等があることにより，受験上又は修学上の配慮を必要とする

場合は，下記の期日までに本学に申し出てください。

また，日常生活で使用している補聴器，松葉杖及び車椅子等を使用して受験する場合も申し出

てください。

※ 障害者手帳を交付されている者も必ず事前に申し出てください。

※ 受験上の配慮は必要としない場合でも，修学上の配慮を必要とする者は，必ず申し出て

ください。

（申し出を必要とする一例：高校在学時に，体育の授業等で特別な配慮を受けており，

大学での授業においても引き続き特別な配慮を必要とする者 等）

申出の時期

・学校推薦型選抜 令和５年11月２日(木)まで

・一般選抜 令和５年11月24日(金)まで

※ 期日以降に発生した不慮の事故等により，受験上又は修学上の配慮を必要とする場

合は，速やかに本学入試課まで連絡してください。

相談の方法

相談申請書（本学所定のもの。本学ホームページからダウンロードできます。）に医師の

診断書等必要書類を添付して提出することとし，必要な場合は，本学において志願者又はそ

の立場を代弁し得る学校関係者等との面談等を行います。

◆連 絡 先

上越教育大学入試課 電 話 ０２５－５２１－３２９４

メール nyushi@juen.ac.jp

〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町１番地
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（２）学校推薦型選抜の入学志願者全員が提出するもの

書類等 様 式 摘 要

出身学校長が作成し，厳封したものを提出すること。

①推薦書 本 学 所 定
なお，文書作成ソフトで推薦書を作成しても差し支えない。

様式は，本学ホームページ「入試情報／学校教育学部」の「出

願書類関係」からダウンロードすること。

志願者本人が自筆又は文書作成ソフトで作成したものを提出す

②自己推薦書 本 学 所 定
ること。

様式は，本学ホームページ「入試情報／学校教育学部」の「出

願書類関係」からダウンロードすること。

（３）一般選抜（前期日程）の入学志願者で，面接に関係するもの（提出不要）

書類等 様 式 摘 要

出願期間終了後，一週間程度でインターネット出願サイト上に

①集団討論のテーマ 本 学 所 定 アップロードするため，あらかじめ出力すること。

発表のテーマと留意事項を確認すること。

出願期間終了後，一週間程度でインターネット出願サイト上に

②発表用のメモ用紙 本 学 所 定 アップロードするため，あらかじめ出力すること。

発表用のメモとして，試験当日，試験室への持ち込みを可とする。

（４）一般選抜 (前期日程，後期日程)の入学志願者で，該当する者が提出するもの

書類等 該 当 す る 者 摘 要

出願資格のうち，

①入学資格認定証書
⑧に基づいて出願

本学の個別の入学資格審査を受けて入学資格を認定された者

の写し
する者

が出願する場合は，入学資格認定証書の写しを提出すること。
（６ページ及び

９ページ参照）

− 　 − − 　 −14



- 15 -

Ⅴ 受験上又は修学上の配慮を必要とする入学志願者との事前相談

本学に入学を志願する者で，障害等があることにより，受験上又は修学上の配慮を必要とする

場合は，下記の期日までに本学に申し出てください。

また，日常生活で使用している補聴器，松葉杖及び車椅子等を使用して受験する場合も申し出

てください。

※ 障害者手帳を交付されている者も必ず事前に申し出てください。

※ 受験上の配慮は必要としない場合でも，修学上の配慮を必要とする者は，必ず申し出て

ください。

（申し出を必要とする一例：高校在学時に，体育の授業等で特別な配慮を受けており，

大学での授業においても引き続き特別な配慮を必要とする者 等）

申出の時期

・学校推薦型選抜 令和５年11月２日(木)まで

・一般選抜 令和５年11月24日(金)まで

※ 期日以降に発生した不慮の事故等により，受験上又は修学上の配慮を必要とする場

合は，速やかに本学入試課まで連絡してください。

相談の方法

相談申請書（本学所定のもの。本学ホームページからダウンロードできます。）に医師の

診断書等必要書類を添付して提出することとし，必要な場合は，本学において志願者又はそ

の立場を代弁し得る学校関係者等との面談等を行います。

◆連 絡 先

上越教育大学入試課 電 話 ０２５－５２１－３２９４

メール nyushi@juen.ac.jp

〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町１番地
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（２）学校推薦型選抜の入学志願者全員が提出するもの

書類等 様 式 摘 要

出身学校長が作成し，厳封したものを提出すること。

①推薦書 本 学 所 定
なお，文書作成ソフトで推薦書を作成しても差し支えない。

様式は，本学ホームページ「入試情報／学校教育学部」の「出

願書類関係」からダウンロードすること。

志願者本人が自筆又は文書作成ソフトで作成したものを提出す

②自己推薦書 本 学 所 定
ること。

様式は，本学ホームページ「入試情報／学校教育学部」の「出

願書類関係」からダウンロードすること。

（３）一般選抜（前期日程）の入学志願者で，面接に関係するもの（提出不要）

書類等 様 式 摘 要

出願期間終了後，一週間程度でインターネット出願サイト上に

①集団討論のテーマ 本 学 所 定 アップロードするため，あらかじめ出力すること。

発表のテーマと留意事項を確認すること。

出願期間終了後，一週間程度でインターネット出願サイト上に

②発表用のメモ用紙 本 学 所 定 アップロードするため，あらかじめ出力すること。

発表用のメモとして，試験当日，試験室への持ち込みを可とする。

（４）一般選抜 (前期日程，後期日程)の入学志願者で，該当する者が提出するもの

書類等 該 当 す る 者 摘 要

出願資格のうち，

①入学資格認定証書
⑧に基づいて出願

本学の個別の入学資格審査を受けて入学資格を認定された者

の写し
する者

が出願する場合は，入学資格認定証書の写しを提出すること。
（６ページ及び

９ページ参照）
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試 験 場

上越教育大学
所在地：新潟県上越市山屋敷町１番地

試 験 の 実 施 方 法

試 験 科 目 実 施 方 法

小 論 文 文章（資料，図，表等を示すことがある。）を読み，その内容に
（全員に課す。） 関し８００字以内で論述する。

個別質問，プレゼンテーション，集団討論を行う。
プレゼンテーション，集団討論では，あらかじめ提示する討論テ

面 接 ーマについて，１人２分から３分で意見を発表した後，それを踏ま
（全員に課す。） えてグループ全体で討論する。

集団討論のテーマ及び面接実施方法の詳細については，インター
ネット出願後に提示する（14ページの「２ 出願書類等」の(３)参照)｡

＜基礎音楽能力テスト＞
音程感やリズム感を含む総合的能力をみる。

音 楽 ①聴いたリズムを打つ。
②ピアノの音を聴いて，それと同じ高さの声を出す。
③簡単な旋律の楽譜を見て歌う。

実技検査 ＜造形表現テスト＞
構成する力，素材への積極的なかかわり，描画する力を含む総合

的な表現力をみる。
音楽，美

美 術 ○与えられた複数の描画対象物を自由に配置し，鉛筆により描画
術，体育

する。
のうちか

（描画対象物として，野菜や果物などの自然物，日用品などの人
ら１科目

工物を配付する。 出題例：りんご，れんが，ロープなど）
を選択す
る。

＜運動能力テスト＞
脚筋力，調整力及び柔軟性を含む総合的な運動の基礎的能力を次の

２種目でみる。
①立ち三段跳び※

体 育 ②長座体前屈

※ 両足を揃えた立位姿勢から，右足，左足（または左足，右足）と
接地し，３歩目に両足で着地する跳躍運動
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Ⅵ 一 般 選 抜

前 期 日 程

募 集 人 員

７７人

入 試 方 法

１ 大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科７科目（理科において「基礎を付した科目」
を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８科目））及び実技検査等の成績並びに面接の
評価結果を総合して，入学者を選抜します。

２ 実技検査等は，次によるものとします。
(1) 小論文

「思考力，判断力，表現力」を評価するため，小論文を課します。
【思考力，判断力，表現力】

物事を多面的かつ論理的に考察することができ，自分の考えを適切な方法で表現し，

他者に伝えることができる。

(2) 実技検査
「知識・技能」を評価するため，実技検査（音楽・美術・体育のうちから１科目を選択）を

課します。
【知識・技能】

高等学校等における基礎的な知識・技能を十分に修得している。
音楽 ･･･ 音楽表現の基礎的能力と適性をみます。
美術 ･･･ 造形表現の基礎的能力と適性をみます。
体育 ･･･ 運動の基礎的能力と適性をみます。

３ 面接では，「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」と「人間力」を評価するため，
集団面接試験を行います。

【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】
生活や社会，環境の中に問題を見出し，多様な人々と関わりながら，積極的に学修を

進めていくことができる。
【人間力】

教員を目指す強い意志を持ち，自分らしい生き方を教職との関係において追究し，人
格及び感性を高めていこうとする態度を備えている。

４ 面接は，次によるものとします。
ア 面接形式は，受験者５人程度の集団面接とします。
イ 面接は，３人の面接担当者で行います。
ウ 個別質問，プレゼンテーション，集団討論を行います。
エ 面接は，調査書の内容を参考資料としながら総合的に評価します。

試 験 の 日 程

実 施 日 時 間 試 験 科 目
10:00 ～ 11:30(予定) 小 論 文

令和６年２月25日（日）
13:00 ～ 17:00(予定) 実 技 検 査（ 音 楽 ）
13:00 ～ 15:00(予定) 実 技 検 査（ 美 術 ）
13:00 ～ 17:00(予定) 実 技 検 査（ 体 育 ）

令和６年２月26日（月） 9:00 ～ 13:00(予定) 面 接
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試 験 場
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プレゼンテーション，集団討論では，あらかじめ提示する討論テ
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体 育 ②長座体前屈

※ 両足を揃えた立位姿勢から，右足，左足（または左足，右足）と
接地し，３歩目に両足で着地する跳躍運動
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高等学校等における基礎的な知識・技能を十分に修得している。
音楽 ･･･ 音楽表現の基礎的能力と適性をみます。
美術 ･･･ 造形表現の基礎的能力と適性をみます。
体育 ･･･ 運動の基礎的能力と適性をみます。

３ 面接では，「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」と「人間力」を評価するため，
集団面接試験を行います。

【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】
生活や社会，環境の中に問題を見出し，多様な人々と関わりながら，積極的に学修を

進めていくことができる。
【人間力】

教員を目指す強い意志を持ち，自分らしい生き方を教職との関係において追究し，人
格及び感性を高めていこうとする態度を備えている。

４ 面接は，次によるものとします。
ア 面接形式は，受験者５人程度の集団面接とします。
イ 面接は，３人の面接担当者で行います。
ウ 個別質問，プレゼンテーション，集団討論を行います。
エ 面接は，調査書の内容を参考資料としながら総合的に評価します。

試 験 の 日 程

実 施 日 時 間 試 験 科 目
10:00 ～ 11:30(予定) 小 論 文
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(4) その他入学手続に必要な書類等（合格通知書送付時に同封する入学手続関係書類等を
参照してください。）

① 前期分の授業料については，令和６年４月以降に代行納付（口座
振替）による納付となります。

（注） なお，授業料の納付については，希望により前期分の納付の際に
後期分も合わせて納付することができます。

授業料 前期分 267,900円
［年額 535,800円］

② 入学料及び授業料の金額は，令和５年度入学者用の金額であり，
今後改定される場合があります。

③ 高等教育の修学支援新制度では，給付型奨学金のほか，入学料及
び授業料の減免制度があります。新制度の利用を検討されている方
は，支援対象者の要件等，日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）のＷｅｂ
ページにて確認してください。

④ 在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が
適用されます。

４ 留意事項
(1) 入学手続の際，「令和６年度大学入学共通テスト受験票」に大学名等を押印したものを，

入学手続完了済証とします。
(2) 令和６年３月15日(金)までに入学手続を完了しなかった者は，入学辞退者として取り扱

います。
(3) 本学へ入学手続を完了した者は，これを辞退して他の国公立大学・学部に入学手続を行

うことはできません。
(4) 他の国公立大学・学部へ入学手続を完了した者は，これを辞退して本学に入学手続を行

うことはできません。
(5) 入学手続後においては，既納の入学料は，いかなる理由があっても返還しません。

そ の 他

１ 試験当日は，必ず本学発行の「受験票」及び大学入試センター発行の「令和６年度大学入
学共通テスト受験票」を持参してください。

２ 受験のための宿泊施設のあっせんは行っていません。

- 18 -

配 点 等

１ 配 点

大学入学共通テストと実技検査等の配点比率は，５：１とします。

配点内訳は，次のとおりです。なお，地理歴史，公民及び理科の配点は，合計300点とします。

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 実 技 検 査 等
国語 地理歴史 公民 理科 数学 外国語 計 小論文 実技 計 面接

(英語)
200 100又は200 100 200 200 900 90 90 180 段階評価

又は200 とする
（注１）外国語の英語については，リーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）

の合計点（200点満点）とします。
（注２）リスニングを免除された者については，リーディングの得点（100点満点）を200点

満点に換算したものを英語の得点とします。

２ 合否判定

大学入学共通テスト，小論文及び実技検査の成績並びに面接の評価結果を総合し，成績の

上位から合格者を決定します。

合 格 者 の 発 表

令和６年３月８日(金)

合格者には，合格通知書及び入学手続に必要な書類等を送付します。

また，合格発表日の正午（予定）から約１週間，本学のホームページ（https://www.juen.ac.jp/）

上で，合格者の受験番号を掲載します。なお，これは，情報提供の一環として行うものであり，

その安全性を保障することはできませんので，必ず合格通知書で確認してください。

（注） 合否に関しての電話等による問い合わせには，一切応じません。

入 学 手 続

合格者は，次により入学手続を行ってください。

１ 入学手続期間

令和６年３月13日(水)から令和６年３月15日(金)までです。【必着】

（注）① 直接持参する場合の受付時間は，８時30分から17時15分までです。

② 郵送する場合は，書留速達とし，３月15日(金)17時15分までに本学に必ず着く

よう郵送日数等を十分考慮して早めに送付してください。

なお，合格者発表日（３月８日(金)）から入学手続の最終日（３月15日(金)）までの期間

が短いので，できるだけ入学手続書類を持参することとし，「３ 納付金・提出書類等」の

(1)から(3)までのものを前もって用意しておいてください。

２ 入学手続場所

上越教育大学 教育支援課教務支援チーム 電話 ０２５－５２１－３２７８

３ 納付金・提出書類等

(1) 入学料 282,000円

(2) 本学の受験票及び令和６年度大学入学共通テスト受験票

(3) 写真３枚 （上半身無帽正面向 縦４㎝×横３㎝）
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前
期
日
程



- 19 -

(4) その他入学手続に必要な書類等（合格通知書送付時に同封する入学手続関係書類等を
参照してください。）

① 前期分の授業料については，令和６年４月以降に代行納付（口座
振替）による納付となります。

（注） なお，授業料の納付については，希望により前期分の納付の際に
後期分も合わせて納付することができます。

授業料 前期分 267,900円
［年額 535,800円］

② 入学料及び授業料の金額は，令和５年度入学者用の金額であり，
今後改定される場合があります。

③ 高等教育の修学支援新制度では，給付型奨学金のほか，入学料及
び授業料の減免制度があります。新制度の利用を検討されている方
は，支援対象者の要件等，日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）のＷｅｂ
ページにて確認してください。

④ 在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が
適用されます。

４ 留意事項
(1) 入学手続の際，「令和６年度大学入学共通テスト受験票」に大学名等を押印したものを，

入学手続完了済証とします。
(2) 令和６年３月15日(金)までに入学手続を完了しなかった者は，入学辞退者として取り扱

います。
(3) 本学へ入学手続を完了した者は，これを辞退して他の国公立大学・学部に入学手続を行

うことはできません。
(4) 他の国公立大学・学部へ入学手続を完了した者は，これを辞退して本学に入学手続を行

うことはできません。
(5) 入学手続後においては，既納の入学料は，いかなる理由があっても返還しません。

そ の 他

１ 試験当日は，必ず本学発行の「受験票」及び大学入試センター発行の「令和６年度大学入
学共通テスト受験票」を持参してください。

２ 受験のための宿泊施設のあっせんは行っていません。
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配 点 等

１ 配 点

大学入学共通テストと実技検査等の配点比率は，５：１とします。

配点内訳は，次のとおりです。なお，地理歴史，公民及び理科の配点は，合計300点とします。

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 実 技 検 査 等
国語 地理歴史 公民 理科 数学 外国語 計 小論文 実技 計 面接

(英語)
200 100又は200 100 200 200 900 90 90 180 段階評価

又は200 とする
（注１）外国語の英語については，リーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）

の合計点（200点満点）とします。
（注２）リスニングを免除された者については，リーディングの得点（100点満点）を200点

満点に換算したものを英語の得点とします。

２ 合否判定

大学入学共通テスト，小論文及び実技検査の成績並びに面接の評価結果を総合し，成績の

上位から合格者を決定します。

合 格 者 の 発 表

令和６年３月８日(金)

合格者には，合格通知書及び入学手続に必要な書類等を送付します。

また，合格発表日の正午（予定）から約１週間，本学のホームページ（https://www.juen.ac.jp/）

上で，合格者の受験番号を掲載します。なお，これは，情報提供の一環として行うものであり，

その安全性を保障することはできませんので，必ず合格通知書で確認してください。

（注） 合否に関しての電話等による問い合わせには，一切応じません。

入 学 手 続

合格者は，次により入学手続を行ってください。

１ 入学手続期間

令和６年３月13日(水)から令和６年３月15日(金)までです。【必着】

（注）① 直接持参する場合の受付時間は，８時30分から17時15分までです。

② 郵送する場合は，書留速達とし，３月15日(金)17時15分までに本学に必ず着く

よう郵送日数等を十分考慮して早めに送付してください。

なお，合格者発表日（３月８日(金)）から入学手続の最終日（３月15日(金)）までの期間

が短いので，できるだけ入学手続書類を持参することとし，「３ 納付金・提出書類等」の

(1)から(3)までのものを前もって用意しておいてください。

２ 入学手続場所

上越教育大学 教育支援課教務支援チーム 電話 ０２５－５２１－３２７８

３ 納付金・提出書類等

(1) 入学料 282,000円

(2) 本学の受験票及び令和６年度大学入学共通テスト受験票

(3) 写真３枚 （上半身無帽正面向 縦４㎝×横３㎝）
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２ 合否判定
大学入学共通テストの成績及び面接の評価結果を総合し，成績の上位から合格者を決定し

ます。

合 格 者 の 発 表

令和６年３月22日(金)
合格者には，合格通知書及び入学手続に必要な書類等を送付します。
また，合格発表日の正午（予定）から約１週間，本学のホームページ（https://www.juen.ac.jp/）

上で，合格者の受験番号を掲載します。なお，これは，情報提供の一環として行うものであり，
その安全性を保障することはできませんので，必ず合格通知書で確認してください。

（注） 合否に関しての電話等による問い合わせには，一切応じません。

入 学 手 続

合格者は，次により入学手続を行ってください。

１ 入学手続期間
令和６年３月25日(月)から令和６年３月27日(水)までです。【必着】
（注）① 直接持参する場合の受付時間は，８時30分から17時15分までです。

② 郵送する場合は，書留速達とし，３月27日(水)17時15分までに本学に必ず着く
よう郵送日数等を十分考慮して早めに送付してください。

なお，合格者発表日（３月22日(金)）から入学手続の最終日（３月27日(水)）までの期間
が短いので，できるだけ入学手続書類を持参することとし，「３ 納付金・提出書類等」の
(1)から(3)までのものを前もって用意しておいてください。

２ 入学手続場所
上越教育大学 教育支援課教務支援チーム 電話 ０２５－５２１－３２７８

３ 納付金・提出書類等
(1) 入学料 282,000円
(2) 本学の受験票及び令和６年度大学入学共通テスト受験票
(3) 写真３枚 （上半身無帽正面向 縦４㎝×横３㎝）
(4) その他入学手続に必要な書類等（合格通知書送付時に同封する入学手続関係書類等を参

照してください。）

① 前期分の授業料については，令和６年４月以降に代行納付(口座
振替）による納付となります。

（注） なお，授業料の納付については，希望により前期分の納付の際に
後期分も合わせて納付することができます。

授業料 前期分 267,900円
［年額 535,800円］

② 入学料及び授業料の金額は，令和５年度入学者用の金額であり，
今後改定される場合があります。

③ 高等教育の修学支援新制度では，給付型奨学金のほか，入学料及
び授業料の減免制度があります。新制度の利用を検討されている方
は，支援対象者の要件等，日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）のＷｅｂ
ページにて確認してください。

④ 在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が
適用されます。

４ 留意事項
(1) 入学手続の際，「令和６年度大学入学共通テスト受験票」に大学名等を押印したものを，

入学手続完了済証とします。
(2) 令和６年３月27日(水)までに入学手続を完了しなかった者は，入学辞退者として取り扱

います。
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後 期 日 程

募 集 人 員

３３人

入 試 方 法

１ 大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科７科目(理科において「基礎を付した科目」
を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８科目））の成績及び面接の評価結果を総合し
て入学者を選抜します。

２ 面接では，「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」と「人間力」を評価するた
め，主に教職への強い関心・意欲と人間性を高めようとする意志に関して質問する個別面接
試験を行います。
【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】

生活や社会，環境の中に問題を見出し，多様な人々と関わりながら，積極的に学修を進め
ていくことができる。
【人間力】

教員を目指す強い意志を持ち，自分らしい生き方を教職との関係において追究し，人格及
び感性を高めていこうとする態度を備えている。

３ 面接は，次によるものとします。
ア 面接形式は，個別面接とします。
イ 面接は，３人の面接担当者で行います。
ウ 面接は，調査書の内容を参考資料としながら総合的に評価します。

試 験 の 日 程

実 施 日 時 間 試 験 科 目

令和６年３月12日（火） 9 : 00 ～ 17 : 00（予定） 面 接

試 験 場

上越教育大学
所在地：新潟県上越市山屋敷町１番地

配 点 等

１ 配 点
大学入学共通テストの配点内訳と面接の評価は，次のとおりです。
なお，地理歴史，公民及び理科の配点は，合計300点とします。

大 学 入 学 共 通 テ ス ト
国 語 地理歴史 公 民 理 科 数 学 外国語 計 面 接

(英語)
200 100又は200 100 200 200 900

段階評価とする
又は200

（注１）外国語の英語については，リーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）

の合計点（200点満点）とします。

（注２）リスニングを免除された者については，リーディングの得点（100点満点）を200点

満点に換算したものを英語の得点とします。

− 　 − − 　 −20

後
期
日
程



- 21 -

２ 合否判定
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追 加 合 格

令和６年３月27日(水)を過ぎて，なお入学定員に欠員が生じた場合には，追加合格を次により

行います。

追 加 合 格 者 へ の 通 知 等

１ 追加合格者への通知

追加合格者には，令和６年３月28日(木)から令和６年３月31日(日)までの間に入学志願票

の連絡先（志願者）に電話で通知します。

上記期間中は，必ず本人と直接連絡ができるようにしておいてください。

なお，追加合格者の受験番号の発表は行いません。

２ 入学の意志確認

通知を受けた者は，入学の意志確認のため，本学が指定する期日までに次の番号に電話で

連絡してください。

電 話 ０２５－５２１－３２９４（上越教育大学入試課）

入 学 手 続

入学する意志表示をした追加合格者は，次により入学手続を行ってください。

１ 入学手続期間

令和６年３月29日(金)から令和６年３月31日(日)までです。

受付時間等の詳細については，追加合格通知とともに電話で連絡します。

なお，入学手続は本人が直接大学に来て行ってください。

２ 入学手続場所

上越教育大学 教育支援課教務支援チーム 電話 ０２５－５２１－３２７８

３ 納付金・提出書類等

入学手続当日は，次の(1)から(3)までのものを必ず持参してください。その他入学手続に

必要な書類等は，入学手続当日に配付します。

(1) 入学料 282,000円

(2) 本学の受験票及び令和６年度大学入学共通テスト受験票

(3) 写真３枚 （上半身無帽正面向 縦４㎝×横３㎝）

① 前期分の授業料については，令和６年４月以降に代行納付（口座

（注） 振替）による納付となります。

なお，授業料の納付については，希望により前期分の納付の際に

後期分も合わせて納付することができます。

授業料 前期分 267,900円

［年額 535,800円］

② 入学料及び授業料の金額は，令和５年度入学者用の金額であり，

今後改定される場合があります。

③ 高等教育の修学支援新制度では，給付型奨学金のほか，入学料及
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(3) 本学へ入学手続を完了した者は，これを辞退して他の国公立大学・学部に入学手続を行
うことはできません。

(4) 他の国公立大学・学部へ入学手続を完了した者は，これを辞退して本学に入学手続を行
うことはできません。

(5) 入学手続後においては，既納の入学料は，いかなる理由があっても返還しません。

そ の 他

１ 試験当日は，必ず本学発行の「受験票」及び大学入試センター発行の「令和６年度大学入学
共通テスト受験票」を持参してください。

２ 受験のための宿泊施設のあっせんは行っていません。
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追 加 合 格
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(3) 本学へ入学手続を完了した者は，これを辞退して他の国公立大学・学部に入学手続を行
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Ⅶ 学 校 推 薦 型 選 抜

募 集 人 員

５０人

推 薦 要 件

令和４年４月から令和５年３月までに高等学校等を卒業（修了）又は令和６年３月高等学校等

を卒業（修了）見込みの者（７ページの「３ 出願資格(2)」参照）で，次の①から③までのすべ

てに該当し，かつ，合格した場合は，必ず本学に入学することを確約できる者です。

なお，各出身学校長が推薦できる人数の制限はありません。

① 出身学校長が，初等教育教員になるためにふさわしい意欲，資質，能力，適性等を有する者

として，責任をもって推薦する者

② 令和６年度大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科７科目（理科において「基礎を付

した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８科目））を受験する者

③ 調査書の全体の学習成績の状況が３．５以上の者

（注） 上記の推薦要件に該当しない者については，出願書類を受理しません。

入 試 方 法

１ 出身学校長の推薦に基づき，面接及び大学入学共通テスト(５教科７科目又は６教科７科目

(理科において「基礎を付した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８科目）)

の成績により，入学者を選抜します。

２ 面接では，「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」と「人間力」を評価するた

め，高等学校等の段階での経験・活動実績を踏まえて総合的に質問します。

また，推薦書では「知識・技能」と「思考力，判断力，表現力」及び「主体性を持って多

様な人々と協働して学ぶ態度」を，自己推薦書では「主体性を持って多様な人々と協働して

学ぶ態度」と「人間力」を評価します。

【知識・技能】

高等学校等における基礎的な知識・技能を十分に修得している。

【思考力，判断力，表現力】

物事を多面的かつ論理的に考察することができ，自分の考えを適切な方法で表現し，他者

に伝えることができる。

【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】

生活や社会，環境の中に問題を見出し，多様な人々と関わりながら，積極的に学修を進め

ていくことができる。

【人間力】

教員を目指す強い意志を持ち，自分らしい生き方を教職との関係において追究し，人格及

び感性を高めていこうとする態度を備えている。

３ 面接は，次によるものとします。

ア 面接形式は，個別面接とします。

イ 面接は，３人の面接担当者で行います。

ウ 面接は，推薦書，自己推薦書の内容に加え，調査書の内容を参考資料としながら総合的

に評価します。
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び授業料の減免制度があります。新制度の利用を検討されている方

は，支援対象者の要件等，日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）のＷｅｂ

ページにて確認してください。

④ 在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が

適用されます。

４ 留意事項

(1) 入学手続の際，「令和６年度大学入学共通テスト受験票」に大学名等を押印したものを，

入学手続完了済証とします。

(2) 令和６年３月31日(日)までに入学手続を完了しなかった者は，入学辞退者として取り扱

います。

(3) 本学へ入学手続を完了した者は，これを辞退して他の国公立大学・学部に入学手続を行

うことはできません。

(4) 他の国公立大学・学部へ入学手続を完了した者は，これを辞退して本学に入学手続を行

うことはできません。

(5) 入学手続後においては，既納の入学料は，いかなる理由があっても返還しません。
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Ⅶ 学 校 推 薦 型 選 抜

募 集 人 員

５０人

推 薦 要 件

令和４年４月から令和５年３月までに高等学校等を卒業（修了）又は令和６年３月高等学校等

を卒業（修了）見込みの者（７ページの「３ 出願資格(2)」参照）で，次の①から③までのすべ

てに該当し，かつ，合格した場合は，必ず本学に入学することを確約できる者です。

なお，各出身学校長が推薦できる人数の制限はありません。

① 出身学校長が，初等教育教員になるためにふさわしい意欲，資質，能力，適性等を有する者

として，責任をもって推薦する者

② 令和６年度大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科７科目（理科において「基礎を付

した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８科目））を受験する者

③ 調査書の全体の学習成績の状況が３．５以上の者

（注） 上記の推薦要件に該当しない者については，出願書類を受理しません。

入 試 方 法

１ 出身学校長の推薦に基づき，面接及び大学入学共通テスト(５教科７科目又は６教科７科目

(理科において「基礎を付した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８科目）)

の成績により，入学者を選抜します。

２ 面接では，「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」と「人間力」を評価するた

め，高等学校等の段階での経験・活動実績を踏まえて総合的に質問します。

また，推薦書では「知識・技能」と「思考力，判断力，表現力」及び「主体性を持って多

様な人々と協働して学ぶ態度」を，自己推薦書では「主体性を持って多様な人々と協働して

学ぶ態度」と「人間力」を評価します。

【知識・技能】

高等学校等における基礎的な知識・技能を十分に修得している。

【思考力，判断力，表現力】

物事を多面的かつ論理的に考察することができ，自分の考えを適切な方法で表現し，他者

に伝えることができる。

【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】

生活や社会，環境の中に問題を見出し，多様な人々と関わりながら，積極的に学修を進め

ていくことができる。

【人間力】

教員を目指す強い意志を持ち，自分らしい生き方を教職との関係において追究し，人格及

び感性を高めていこうとする態度を備えている。

３ 面接は，次によるものとします。

ア 面接形式は，個別面接とします。

イ 面接は，３人の面接担当者で行います。

ウ 面接は，推薦書，自己推薦書の内容に加え，調査書の内容を参考資料としながら総合的

に評価します。
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び授業料の減免制度があります。新制度の利用を検討されている方

は，支援対象者の要件等，日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）のＷｅｂ

ページにて確認してください。

④ 在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が

適用されます。

４ 留意事項

(1) 入学手続の際，「令和６年度大学入学共通テスト受験票」に大学名等を押印したものを，

入学手続完了済証とします。

(2) 令和６年３月31日(日)までに入学手続を完了しなかった者は，入学辞退者として取り扱

います。

(3) 本学へ入学手続を完了した者は，これを辞退して他の国公立大学・学部に入学手続を行

うことはできません。

(4) 他の国公立大学・学部へ入学手続を完了した者は，これを辞退して本学に入学手続を行

うことはできません。

(5) 入学手続後においては，既納の入学料は，いかなる理由があっても返還しません。
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（注）① 直接持参する場合の受付時間は，８時30分から17時15分までです。

② 郵送する場合は，書留速達とし，２月19日(月)17時15分までに本学に必ず着く

よう郵送日数等を十分考慮して早めに送付してください。

なお，合格者発表日（２月13日(火)）から入学手続の最終日（２月19日(月)）までの期間

が短いので，できるだけ入学手続書類を持参することとし，「３ 納付金・提出書類等｣の

(1)から(3)までのものを前もって用意しておいてください。

２ 入学手続場所

上越教育大学 教育支援課教務支援チーム 電話 ０２５－５２１－３２７８

３ 納付金・提出書類等

(1) 入学料 282,000円

(2) 本学の受験票及び令和６年度大学入学共通テスト受験票

(3) 写真３枚 （上半身無帽正面向 縦４㎝×横３㎝）

(4) その他入学手続に必要な書類等（合格通知書送付時に同封する入学手続関係書類等を参

照してください。）

① 前期分の授業料については，令和６年４月以降に代行納付（口座

（注） 振替）による納付となります。

なお，授業料の納付については，希望により前期分の納付の際に

後期分も合わせて納付することができます。

授業料 前期分 267,900円

［年額 535,800円］

② 入学料及び授業料の金額は，令和５年度入学者用の金額であり，

今後改定される場合があります。

③ 高等教育の修学支援新制度では，給付型奨学金のほか，入学料及

び授業料の減免制度があります。新制度の利用を検討されている方

は，支援対象者の要件等，日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）のＷｅｂ

ページにて確認してください。

④ 在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が

適用されます。

４ 留意事項

(1) 入学手続の際，「令和６年度大学入学共通テスト受験票」に大学名等を押印したものを，

入学手続完了済証とします。

(2) 学校推薦型選抜の合格者は，他の国公立大学・学部を受験しても入学許可は得られない

ので注意してください。ただし，次項の「入学辞退手続」により本学への入学辞退につい

て学長の許可を得た者は，この限りではありません。

(3) 令和６年２月19日(月)までに入学手続を完了しなかった者は，入学辞退者として取り扱

います。この場合も，他の国公立大学・学部を受験しても入学許可は得られないので注意

してください。

(4) 国公立大学の一般選抜における合格決定業務を円滑に行うため，氏名，性別，生年月日，

高等学校等コード及び大学入学共通テストの受験番号に限って，学校推薦型選抜の合格及

び入学手続き等に関する個人情報が，独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立

大学に送達されます。

(5) 入学手続後においては，既納の入学料は，いかなる理由があっても返還しません。

入 学 辞 退 手 続

学校推薦型選抜の合格者が特別の事情により本学に入学することが困難となった場合には，

当該者を推薦した出身学校長が「推薦入学辞退願」（本学所定のもの）を令和６年２月19日（月）

16時までに本学に提出し，本学学長の許可を得なければなりません。

提出先：上越教育大学 教育支援課教務支援チーム 電話 ０２５－５２１－３２７８
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試 験 の 日 程

実 施 日 時 間 試 験 科 目

令和６年１月24日（水） 9 : 00 ～ 17 : 00（予定） 面 接

試 験 場

上越教育大学
所在地：新潟県上越市山屋敷町１番地

配 点 等

１ 配 点

大学入学共通テストと面接の配点比率は，10：３とします。

配点内訳は，次のとおりです。なお，地理歴史，公民及び理科の配点は，合計300点とします。

大 学 入 学 共 通 テ ス ト
面 接

国 語 地理歴史 公 民 理 科 数 学 外国語 計

(英語)

200 100又は200 100 200 200 900 270

又は200

（注１）外国語の英語については，リーディング（100点満点）とリスニング（100満点）の

合計点（200点満点）とします。

（注２）リスニングを免除された者については，リーディングの得点（100点満点）を200点

満点に換算したものを英語の得点とします。

２ 合否判定

面接及び大学入学共通テストの成績を総合し，成績の上位から合格者を決定します。

なお，面接の成績が配点の50％未満の場合には，合格者としません。

合 格 者 の 発 表

令和６年２月13日(火)

受験者及び出身学校長あてに合否の通知を行い，合格者には入学手続に必要な書類等を送付

します。

また，合格発表日の正午（予定）から約１週間，本学のホームページ（https://www.juen.ac.jp/）

上で，合格者の受験番号を掲載します。なお，これは，情報提供の一環として行うものであり，

その安全性を保障することはできませんので，必ず合格通知書で確認してください。

（注） 合否に関しての電話等による問い合わせには，一切応じません。

入 学 手 続

合格者は，次により入学手続を行ってください。

１ 入学手続期間

令和６年２月17日(土)から令和６年２月19日(月)までです。【必着】
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（注）① 直接持参する場合の受付時間は，８時30分から17時15分までです。

② 郵送する場合は，書留速達とし，２月19日(月)17時15分までに本学に必ず着く

よう郵送日数等を十分考慮して早めに送付してください。

なお，合格者発表日（２月13日(火)）から入学手続の最終日（２月19日(月)）までの期間

が短いので，できるだけ入学手続書類を持参することとし，「３ 納付金・提出書類等｣の

(1)から(3)までのものを前もって用意しておいてください。

２ 入学手続場所

上越教育大学 教育支援課教務支援チーム 電話 ０２５－５２１－３２７８

３ 納付金・提出書類等

(1) 入学料 282,000円

(2) 本学の受験票及び令和６年度大学入学共通テスト受験票

(3) 写真３枚 （上半身無帽正面向 縦４㎝×横３㎝）

(4) その他入学手続に必要な書類等（合格通知書送付時に同封する入学手続関係書類等を参

照してください。）

① 前期分の授業料については，令和６年４月以降に代行納付（口座

（注） 振替）による納付となります。

なお，授業料の納付については，希望により前期分の納付の際に

後期分も合わせて納付することができます。

授業料 前期分 267,900円

［年額 535,800円］

② 入学料及び授業料の金額は，令和５年度入学者用の金額であり，

今後改定される場合があります。

③ 高等教育の修学支援新制度では，給付型奨学金のほか，入学料及

び授業料の減免制度があります。新制度の利用を検討されている方

は，支援対象者の要件等，日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）のＷｅｂ

ページにて確認してください。

④ 在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が

適用されます。

４ 留意事項

(1) 入学手続の際，「令和６年度大学入学共通テスト受験票」に大学名等を押印したものを，

入学手続完了済証とします。

(2) 学校推薦型選抜の合格者は，他の国公立大学・学部を受験しても入学許可は得られない

ので注意してください。ただし，次項の「入学辞退手続」により本学への入学辞退につい

て学長の許可を得た者は，この限りではありません。

(3) 令和６年２月19日(月)までに入学手続を完了しなかった者は，入学辞退者として取り扱

います。この場合も，他の国公立大学・学部を受験しても入学許可は得られないので注意

してください。

(4) 国公立大学の一般選抜における合格決定業務を円滑に行うため，氏名，性別，生年月日，

高等学校等コード及び大学入学共通テストの受験番号に限って，学校推薦型選抜の合格及

び入学手続き等に関する個人情報が，独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立

大学に送達されます。

(5) 入学手続後においては，既納の入学料は，いかなる理由があっても返還しません。

入 学 辞 退 手 続

学校推薦型選抜の合格者が特別の事情により本学に入学することが困難となった場合には，

当該者を推薦した出身学校長が「推薦入学辞退願」（本学所定のもの）を令和６年２月19日（月）

16時までに本学に提出し，本学学長の許可を得なければなりません。

提出先：上越教育大学 教育支援課教務支援チーム 電話 ０２５－５２１－３２７８
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試 験 の 日 程

実 施 日 時 間 試 験 科 目

令和６年１月24日（水） 9 : 00 ～ 17 : 00（予定） 面 接

試 験 場

上越教育大学
所在地：新潟県上越市山屋敷町１番地

配 点 等

１ 配 点

大学入学共通テストと面接の配点比率は，10：３とします。

配点内訳は，次のとおりです。なお，地理歴史，公民及び理科の配点は，合計300点とします。

大 学 入 学 共 通 テ ス ト
面 接

国 語 地理歴史 公 民 理 科 数 学 外国語 計

(英語)

200 100又は200 100 200 200 900 270

又は200

（注１）外国語の英語については，リーディング（100点満点）とリスニング（100満点）の

合計点（200点満点）とします。

（注２）リスニングを免除された者については，リーディングの得点（100点満点）を200点

満点に換算したものを英語の得点とします。

２ 合否判定

面接及び大学入学共通テストの成績を総合し，成績の上位から合格者を決定します。

なお，面接の成績が配点の50％未満の場合には，合格者としません。

合 格 者 の 発 表

令和６年２月13日(火)

受験者及び出身学校長あてに合否の通知を行い，合格者には入学手続に必要な書類等を送付

します。

また，合格発表日の正午（予定）から約１週間，本学のホームページ（https://www.juen.ac.jp/）

上で，合格者の受験番号を掲載します。なお，これは，情報提供の一環として行うものであり，

その安全性を保障することはできませんので，必ず合格通知書で確認してください。

（注） 合否に関しての電話等による問い合わせには，一切応じません。

入 学 手 続

合格者は，次により入学手続を行ってください。

１ 入学手続期間

令和６年２月17日(土)から令和６年２月19日(月)までです。【必着】
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Ⅷ そ の 他

大規模災害で被災した志願者への検定料等免除

上越教育大学では，東日本大震災，長野県北部地震，福島第一原子力発電所の事故,
熊本地震，平成30年７月豪雨，平成30年北海道胆振東部地震，令和元年台風第19号等
（「令和元年台風第19号等」は，令和元年８月13日から９月24日までの暴風雨及び豪
雨並びに台風第19号をいう。以下同じ。）又は令和２年７月豪雨で被災した方の進学
機会の確保を図る観点から，令和６年度学校教育学部入学試験の実施に当たり，下記
のとおり特別措置を実施します。

記

１ 特別措置の内容
令和６年度上越教育大学学校教育学部入学試験（一般選抜（前期・後期）及び学校

推薦型選抜）に係る検定料（17,000円）の全額免除，入学料及び授業料の全額又は
半額の免除

２ 免除の対象者
(1) 東日本大震災，長野県北部地震，熊本地震，平成30年７月豪雨，平成30年北海道

胆振東部地震，令和元年台風第19号等又は令和２年７月豪雨における災害救助法が
適用されている地域で被災した志願者で，以下のいずれかに該当する者

① 主たる家計支持者が所有する自宅家屋が全壊，大規模半壊，半壊，流失した
場合

② 主たる家計支持者が死亡又は行方不明の場合
(2) 居住地が福島第一原子力発電所事故により，帰還困難区域，居住制限区域及び

避難指示解除準備区域に指定された者

３ 免除方法
検定料の免除については，出願後の申請により還付します。
したがって，出願時には，必ず検定料の払込が必要となります。
入学料及び授業料の免除については，入学手続き時にお知らせします。

４ 申請方法
「検定料免除許可申請書 兼 還付請求書」（本学のホームページ（https://www.juen.ac.jp/）

からダウンロードしてください。）に証明書類を添付の上，申請してください。
（必要な証明書類）

免除対象 必要書類
主たる家計支持者が所有する自宅家屋が全壊，

り災証明書（写し可）
大規模半壊，半壊，流失した場合

主たる家計支持者が死亡又は行方不明の場合 死亡又は行方不明を証明する
書類

居住地が福島第一原子力発電所事故により，
帰還困難区域，居住制限区域及び避難指示解除 被災証明書（写し可）
準備区域に指定された者

５ 検定料免除の申請期間
出願後 ～ 令和６年２月29日（木）（消印有効）

６ 検定料免除申請書の提出先
上越教育大学入試課

〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町１番地
※ 封筒の表に「検定料免除申請書在中」と朱書してください。

７ 問い合わせ先
① 検定料免除に関すること

上越教育大学入試課（電話025-521-3294）
② 入学料及び授業料の免除に関すること

上越教育大学学生支援課（電話025-521-3286）
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そ の 他

１ 試験当日は，必ず本学発行の「受験票」及び大学入試センター発行の「令和６年度大学入学

共通テスト受験票」を持参してください。

２ 受験のための宿泊施設のあっせんは行っていません。
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Ⅷ そ の 他

大規模災害で被災した志願者への検定料等免除

上越教育大学では，東日本大震災，長野県北部地震，福島第一原子力発電所の事故,
熊本地震，平成30年７月豪雨，平成30年北海道胆振東部地震，令和元年台風第19号等
（「令和元年台風第19号等」は，令和元年８月13日から９月24日までの暴風雨及び豪
雨並びに台風第19号をいう。以下同じ。）又は令和２年７月豪雨で被災した方の進学
機会の確保を図る観点から，令和６年度学校教育学部入学試験の実施に当たり，下記
のとおり特別措置を実施します。

記

１ 特別措置の内容
令和６年度上越教育大学学校教育学部入学試験（一般選抜（前期・後期）及び学校

推薦型選抜）に係る検定料（17,000円）の全額免除，入学料及び授業料の全額又は
半額の免除

２ 免除の対象者
(1) 東日本大震災，長野県北部地震，熊本地震，平成30年７月豪雨，平成30年北海道

胆振東部地震，令和元年台風第19号等又は令和２年７月豪雨における災害救助法が
適用されている地域で被災した志願者で，以下のいずれかに該当する者

① 主たる家計支持者が所有する自宅家屋が全壊，大規模半壊，半壊，流失した
場合

② 主たる家計支持者が死亡又は行方不明の場合
(2) 居住地が福島第一原子力発電所事故により，帰還困難区域，居住制限区域及び

避難指示解除準備区域に指定された者

３ 免除方法
検定料の免除については，出願後の申請により還付します。
したがって，出願時には，必ず検定料の払込が必要となります。
入学料及び授業料の免除については，入学手続き時にお知らせします。

４ 申請方法
「検定料免除許可申請書 兼 還付請求書」（本学のホームページ（https://www.juen.ac.jp/）

からダウンロードしてください。）に証明書類を添付の上，申請してください。
（必要な証明書類）

免除対象 必要書類
主たる家計支持者が所有する自宅家屋が全壊，

り災証明書（写し可）
大規模半壊，半壊，流失した場合

主たる家計支持者が死亡又は行方不明の場合 死亡又は行方不明を証明する
書類

居住地が福島第一原子力発電所事故により，
帰還困難区域，居住制限区域及び避難指示解除 被災証明書（写し可）
準備区域に指定された者

５ 検定料免除の申請期間
出願後 ～ 令和６年２月29日（木）（消印有効）

６ 検定料免除申請書の提出先
上越教育大学入試課

〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町１番地
※ 封筒の表に「検定料免除申請書在中」と朱書してください。

７ 問い合わせ先
① 検定料免除に関すること

上越教育大学入試課（電話025-521-3294）
② 入学料及び授業料の免除に関すること

上越教育大学学生支援課（電話025-521-3286）
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そ の 他

１ 試験当日は，必ず本学発行の「受験票」及び大学入試センター発行の「令和６年度大学入学

共通テスト受験票」を持参してください。

２ 受験のための宿泊施設のあっせんは行っていません。
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出願状況等の提供

本学では，令和６年度入試の出願状況等について，次のとおり本学ホームページ
（https://www.juen.ac.jp/）に掲載します。

・ 学校推薦型選抜の出願状況（出願者数及び倍率）
掲載期間：令和５年12月11日(月)午前９時 ～ 令和６年１月４日(木)

・ 一般選抜（前期日程，後期日程）の出願状況（出願者数及び倍率）
掲載期間：令和６年１月23日(火)午前９時 ～ 令和６年２月５日(月)

教育実習等に係る費用負担

本学の教育実習は附属学校園（上越市）のほか，上越市，妙高市，糸魚川市及び柏崎市の幼稚

園・保育園・こども園，小学校，中学校，特別支援学校から連携協力を受けており，学生は本

学の指定する学校園で教育実習を行うことになります。

大学所在地から実習校園までの距離は，指定された学校園ごとに様々です。遠方の学校では，

おおよそ上越市内で30km，妙高市内で35km，糸魚川市内及び柏崎市内で45kmの距離があり，公

共交通機関又は自家用自動車を利用していただくことになります。

なお，教育実習に係る交通費，教育実習のための教科書（教育実習ハンドブックを含む。）及び

その他教育実習に必要となるものの購入は自己負担となります。

また，本学は養成定員20人の指定保育士養成施設として認可されており，保育実習を含む定め

られた科目を修得することで，保育士となる資格が得られます。教育実習と同様に保育実習に係

る交通費等は自己負担になります。

ノート型パーソナルコンピュータの所持

本学では，教育・研究におけるＩＣＴ（情報通信技術）活用を積極的に推進するとともに，

学校における教育活動においてＩＣＴを一つの手段として活用し，効果的で魅力的な授業実践

を通して児童・生徒の確かな学力の習得を図ること，及び，ＩＣＴを校務処理に活用し，効率

的な学校運営を行うことなど，ＩＣＴ活用指導力を身に付けた教師の育成を図っていきたいと

考えています。

このため平成17年度入学生からノート型パーソナルコンピュータを所持いただいており，こ

のコンピュータを活用できるよう，図書館や食堂を含む学内の教育空間のほぼ全域に無線ＬＡ

Ｎ環境を整備し，学生はどこでも自由にインターネットに接続し，学習できるようになってい

ます。

なお，入学に際して，ご用意いただくノート型パーソナルコンピュータの仕様や入学後の支

援，その他必要な事項については，入学手続の際に改めてご案内します。

- 30 -

入試の個人成績等の開示

本学では，令和６年度における一般選抜（前期日程，後期日程）及び学校推薦型選抜の個人成績

及び調査書を本人に限り次のとおり開示します。

１ 申請受付期間

令和６年５月７日(火) ～ 令和６年５月17日(金)

・ 窓口での申請受付は，土曜日，日曜日及び祝日を除く日の９時から17時までです。

・ 郵送による申請は，５月17日(金)本学到着分まで受け付けます。

２ 申 請 方 法

(1) 入試成績等開示申請書（本学所定の用紙）の請求

用紙は，令和６年５月７日以降に窓口（本学入試課）で請求するか，本学ホームページ

（https://www.juen.ac.jp/）からダウンロードしてください。

(2) 開示の申請

＜窓口への持参による申請＞

次のものを持参してください。

① 入試成績等開示申請書

② 本学受験票及び大学入学共通テスト受験票（コピー不可）

※ 受験票を紛失した場合は，本人を確認できる身分証明書等を持参してください。

③ 返信用封筒（長形３号封筒に，本人の住所・氏名を記入し，434円分の郵便切手を貼

り付けたもの）

＜郵送による申請＞

次のものを必ず「簡易書留」で郵送してください。

① 入試成績等開示申請書

② 本学受験票及び大学入学共通テスト受験票（コピー不可）

※ 各受験票は返却します。

③ 返信用封筒（長形３号封筒に，本人の住所・氏名を記入し，434円分の郵便切手を貼

り付けたもの）

（注） 申請は本人に限ります。代理人又は電話での申込みには応じません。

３ 開 示 内 容

令和６年度入試に係る次の内容を開示します。

(1) 得点等

① 一般選抜

本学が判定に利用した大学入学共通テストの教科・科目ごとの得点及び合計点並びに

一般選抜の試験区分ごとの得点及び面接の評価結果を開示します。

② 学校推薦型選抜

本学が判定に利用した大学入学共通テストの教科・科目ごとの得点及び合計点並びに

面接の得点を開示します。

(2) 順 位

各入試の順位を開示します。

(3) 調査書

「指導上参考となる諸事項」，「総合的な学習の時間の内容・評価」及び「備考」欄を除

き開示します。

４ 開 示 方 法

申請時に提出された返信用封筒により，後日「簡易書留」により開示内容を郵送します。

※ 詳しくは，本学ホームページ（https://www.juen.ac.jp/）の「入試情報／学校教育学部／

試験情報」→「個人成績等の開示」をご覧ください。

− 　 − − 　 −30
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出願状況等の提供

本学では，令和６年度入試の出願状況等について，次のとおり本学ホームページ
（https://www.juen.ac.jp/）に掲載します。

・ 学校推薦型選抜の出願状況（出願者数及び倍率）
掲載期間：令和５年12月11日(月)午前９時 ～ 令和６年１月４日(木)

・ 一般選抜（前期日程，後期日程）の出願状況（出願者数及び倍率）
掲載期間：令和６年１月23日(火)午前９時 ～ 令和６年２月５日(月)

教育実習等に係る費用負担

本学の教育実習は附属学校園（上越市）のほか，上越市，妙高市，糸魚川市及び柏崎市の幼稚

園・保育園・こども園，小学校，中学校，特別支援学校から連携協力を受けており，学生は本

学の指定する学校園で教育実習を行うことになります。

大学所在地から実習校園までの距離は，指定された学校園ごとに様々です。遠方の学校では，

おおよそ上越市内で30km，妙高市内で35km，糸魚川市内及び柏崎市内で45kmの距離があり，公

共交通機関又は自家用自動車を利用していただくことになります。

なお，教育実習に係る交通費，教育実習のための教科書（教育実習ハンドブックを含む。）及び

その他教育実習に必要となるものの購入は自己負担となります。

また，本学は養成定員20人の指定保育士養成施設として認可されており，保育実習を含む定め

られた科目を修得することで，保育士となる資格が得られます。教育実習と同様に保育実習に係

る交通費等は自己負担になります。

ノート型パーソナルコンピュータの所持

本学では，教育・研究におけるＩＣＴ（情報通信技術）活用を積極的に推進するとともに，

学校における教育活動においてＩＣＴを一つの手段として活用し，効果的で魅力的な授業実践

を通して児童・生徒の確かな学力の習得を図ること，及び，ＩＣＴを校務処理に活用し，効率

的な学校運営を行うことなど，ＩＣＴ活用指導力を身に付けた教師の育成を図っていきたいと

考えています。

このため平成17年度入学生からノート型パーソナルコンピュータを所持いただいており，こ

のコンピュータを活用できるよう，図書館や食堂を含む学内の教育空間のほぼ全域に無線ＬＡ

Ｎ環境を整備し，学生はどこでも自由にインターネットに接続し，学習できるようになってい

ます。

なお，入学に際して，ご用意いただくノート型パーソナルコンピュータの仕様や入学後の支

援，その他必要な事項については，入学手続の際に改めてご案内します。
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入試の個人成績等の開示

本学では，令和６年度における一般選抜（前期日程，後期日程）及び学校推薦型選抜の個人成績

及び調査書を本人に限り次のとおり開示します。

１ 申請受付期間

令和６年５月７日(火) ～ 令和６年５月17日(金)

・ 窓口での申請受付は，土曜日，日曜日及び祝日を除く日の９時から17時までです。

・ 郵送による申請は，５月17日(金)本学到着分まで受け付けます。

２ 申 請 方 法

(1) 入試成績等開示申請書（本学所定の用紙）の請求

用紙は，令和６年５月７日以降に窓口（本学入試課）で請求するか，本学ホームページ

（https://www.juen.ac.jp/）からダウンロードしてください。

(2) 開示の申請

＜窓口への持参による申請＞

次のものを持参してください。

① 入試成績等開示申請書

② 本学受験票及び大学入学共通テスト受験票（コピー不可）

※ 受験票を紛失した場合は，本人を確認できる身分証明書等を持参してください。

③ 返信用封筒（長形３号封筒に，本人の住所・氏名を記入し，434円分の郵便切手を貼

り付けたもの）

＜郵送による申請＞

次のものを必ず「簡易書留」で郵送してください。

① 入試成績等開示申請書

② 本学受験票及び大学入学共通テスト受験票（コピー不可）

※ 各受験票は返却します。

③ 返信用封筒（長形３号封筒に，本人の住所・氏名を記入し，434円分の郵便切手を貼

り付けたもの）

（注） 申請は本人に限ります。代理人又は電話での申込みには応じません。

３ 開 示 内 容

令和６年度入試に係る次の内容を開示します。

(1) 得点等

① 一般選抜

本学が判定に利用した大学入学共通テストの教科・科目ごとの得点及び合計点並びに

一般選抜の試験区分ごとの得点及び面接の評価結果を開示します。

② 学校推薦型選抜

本学が判定に利用した大学入学共通テストの教科・科目ごとの得点及び合計点並びに

面接の得点を開示します。

(2) 順 位

各入試の順位を開示します。

(3) 調査書

「指導上参考となる諸事項」，「総合的な学習の時間の内容・評価」及び「備考」欄を除

き開示します。

４ 開 示 方 法

申請時に提出された返信用封筒により，後日「簡易書留」により開示内容を郵送します。

※ 詳しくは，本学ホームページ（https://www.juen.ac.jp/）の「入試情報／学校教育学部／

試験情報」→「個人成績等の開示」をご覧ください。
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＜参考＞
コース・領域（分野）の紹介

上越教育大学は，学生が，初等教育全般にわたる総合的な理解を深め，初等教育教員として必要

な資質能力を培うとともに，さらに特定の分野の専門性を深め，中等教育をも見据えて力量を高め

ることができるよう，次の各コース・領域（分野）を設けています。

学生は，２年次以降，本人の希望と１年次の成績に基づいて決定されたコース・領域（分野）に

所属し，そのコース・領域（分野）に応じて，それぞれ所定の授業科目を履修することになります。

コース・領域（分野）名及び標準学生数は次のとおりです。

なお，教科教育･教科複合コース生活･健康領域保健体育分野については，保健分野も含んだ領域

となっています。

専 修 コ ー ス 領 域（ 分 野 ） 標準学生数

発 達 と 教 育 連 携

学 校 教 育 学級経営・授業経営 約 ４０ 人

道徳・進路・生徒指導

人文・社会

(国語,英語,社会)

自然科学

(数学,理科,情報)

学 校 教 育 芸術創造

教科教育・教科複合 (音楽,美術) 約１０５人

生活・健康

(保健体育,技術,家庭)

教科横断・総合学習

(教科横断・探究的学習,

グローバル・総合)

幼 年 教 育 幼 年 教 育 約 ９ 人

心 理 臨 床 心 理 臨 床 約 ６ 人

学生は，所定の卒業要件単位を修得することによって，全学生が学士（教育学）の学位を受ける

ほか，小学校教諭一種免許状を取得できます（幼年教育コースに所属する学生の場合には，幼稚園

教諭一種免許状も併せて取得できます。）。その上に所要の単位を修得することによって，幼稚園教

諭の一種か二種の免許状，特定教科の中学校教諭の一種か二種の免許状，特定教科の高等学校教諭

の一種免許状を選択して取得することができます（ただし，授業時間割の制約上，希望する免許状

が取得できないこともあります。）。

○卒業要件に含まれる免許状

小学校教諭一種免許状

幼稚園教諭一種免許状（幼年教育コース）

○履修の仕方によって取得可能な免許状

幼稚園教諭一種免許状

中学校教諭一種免許状（国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，保健，技術，

家庭，英語）

高等学校教諭一種免許状（国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，工芸，保健

体育，保健，家庭，情報，英語）

- 32 -

体温計とマスクの所持

本学では，学生自身の体調管理，疾病等の早期発見・早期治療のため，体温計の所持と，感染症

拡大防止のため，マスクの所持を勧めています。

キャンパス敷地内全面禁煙

本学では，受動喫煙を防止し，学生及び教職員等の健康を守るため，また，公立学校等にお

ける敷地内全面禁煙の実施状況を踏まえ，将来教育現場に就職することとなる学生に対し，在

学中に喫煙習慣を持たせないための環境を整備するため，キャンパス敷地内全面禁煙（加熱式

タバコを含む。）としています。

All Gender WC の設置

本学では，種々の障がい及び性の多様性（SOGIE）に配慮してAll gender WCを設置しています。

なお，本学におけるSOGIEに関する対応ガイドラインは，本学のホームページで公開しています。

（https://www.juen.ac.jp/090campus/010life/080sogie/files/sogie_gide.pdf）

設置場所は，次のとおりです。

・人文棟１階，８階 ・附属図書館２階（入館ゲート外）

・自然棟１階 ・音楽棟２階

・美術棟１階 ・体育棟１階，２階

・講堂 ・特別支援教育実践研究センター１階

・大学会館１階 ・学校教員養成・研修高度化センター１階（西城地区）

本学に関する問い合わせ

学生募集要項の請求，出願方法及び入学手続等についての照会は，下記のそれぞれの担当に

連絡してください。

学生募集要項（PDF版）は，本学ホームページから閲覧・ダウンロードできます。（PDF版も

冊子体も同じ内容です。）また，大学案内は本学ホームページでご覧いただけます。

なお，学生募集要項又は大学案内の冊子体を希望する場合は，テレメール，モバっちょ及び

電話等で請求できます。請求方法は，本学のホームページを参照するか，下記の担当に問い合

わせてください。

(１) 学生募集要項又は大学案内の請求及び出願方法等に関すること

上越教育大学 入試課

〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町１番地

電話 ０２５－５２１－３２９４ メール nyushi@juen.ac.jp

ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ．ｊｕｅｎ．ａｃ．ｊｐ/

(２) 入学手続に関すること

上越教育大学 教育支援課教務支援チーム

電話 ０２５－５２１－３２７８
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＜参考＞
コース・領域（分野）の紹介

上越教育大学は，学生が，初等教育全般にわたる総合的な理解を深め，初等教育教員として必要

な資質能力を培うとともに，さらに特定の分野の専門性を深め，中等教育をも見据えて力量を高め

ることができるよう，次の各コース・領域（分野）を設けています。

学生は，２年次以降，本人の希望と１年次の成績に基づいて決定されたコース・領域（分野）に

所属し，そのコース・領域（分野）に応じて，それぞれ所定の授業科目を履修することになります。

コース・領域（分野）名及び標準学生数は次のとおりです。

なお，教科教育･教科複合コース生活･健康領域保健体育分野については，保健分野も含んだ領域

となっています。

専 修 コ ー ス 領 域（ 分 野 ） 標準学生数

発 達 と 教 育 連 携

学 校 教 育 学級経営・授業経営 約 ４０ 人

道徳・進路・生徒指導

人文・社会

(国語,英語,社会)

自然科学

(数学,理科,情報)

学 校 教 育 芸術創造

教科教育・教科複合 (音楽,美術) 約１０５人

生活・健康

(保健体育,技術,家庭)

教科横断・総合学習

(教科横断・探究的学習,

グローバル・総合)

幼 年 教 育 幼 年 教 育 約 ９ 人

心 理 臨 床 心 理 臨 床 約 ６ 人

学生は，所定の卒業要件単位を修得することによって，全学生が学士（教育学）の学位を受ける

ほか，小学校教諭一種免許状を取得できます（幼年教育コースに所属する学生の場合には，幼稚園

教諭一種免許状も併せて取得できます。）。その上に所要の単位を修得することによって，幼稚園教

諭の一種か二種の免許状，特定教科の中学校教諭の一種か二種の免許状，特定教科の高等学校教諭

の一種免許状を選択して取得することができます（ただし，授業時間割の制約上，希望する免許状

が取得できないこともあります。）。

○卒業要件に含まれる免許状

小学校教諭一種免許状

幼稚園教諭一種免許状（幼年教育コース）

○履修の仕方によって取得可能な免許状

幼稚園教諭一種免許状

中学校教諭一種免許状（国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，保健，技術，

家庭，英語）

高等学校教諭一種免許状（国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，工芸，保健

体育，保健，家庭，情報，英語）
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体温計とマスクの所持

本学では，学生自身の体調管理，疾病等の早期発見・早期治療のため，体温計の所持と，感染症

拡大防止のため，マスクの所持を勧めています。

キャンパス敷地内全面禁煙

本学では，受動喫煙を防止し，学生及び教職員等の健康を守るため，また，公立学校等にお

ける敷地内全面禁煙の実施状況を踏まえ，将来教育現場に就職することとなる学生に対し，在

学中に喫煙習慣を持たせないための環境を整備するため，キャンパス敷地内全面禁煙（加熱式

タバコを含む。）としています。

All Gender WC の設置

本学では，種々の障がい及び性の多様性（SOGIE）に配慮してAll gender WCを設置しています。

なお，本学におけるSOGIEに関する対応ガイドラインは，本学のホームページで公開しています。

（https://www.juen.ac.jp/090campus/010life/080sogie/files/sogie_gide.pdf）

設置場所は，次のとおりです。

・人文棟１階，８階 ・附属図書館２階（入館ゲート外）

・自然棟１階 ・音楽棟２階

・美術棟１階 ・体育棟１階，２階

・講堂 ・特別支援教育実践研究センター１階

・大学会館１階 ・学校教員養成・研修高度化センター１階（西城地区）

本学に関する問い合わせ

学生募集要項の請求，出願方法及び入学手続等についての照会は，下記のそれぞれの担当に

連絡してください。

学生募集要項（PDF版）は，本学ホームページから閲覧・ダウンロードできます。（PDF版も

冊子体も同じ内容です。）また，大学案内は本学ホームページでご覧いただけます。

なお，学生募集要項又は大学案内の冊子体を希望する場合は，テレメール，モバっちょ及び

電話等で請求できます。請求方法は，本学のホームページを参照するか，下記の担当に問い合

わせてください。

(１) 学生募集要項又は大学案内の請求及び出願方法等に関すること

上越教育大学 入試課

〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町１番地

電話 ０２５－５２１－３２９４ メール nyushi@juen.ac.jp

ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ．ｊｕｅｎ．ａｃ．ｊｐ/

(２) 入学手続に関すること

上越教育大学 教育支援課教務支援チーム

電話 ０２５－５２１－３２７８
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令和５年度

上越教育大学入学者選抜試験

試 験 問 題

一般選抜（前期日程） 一般選抜（後期日程） 学校推薦型選抜

小論文 面接における主な質問 面接における主な質問

小論文出題の意図 事項 事項

小論文採点基準

実技検査（音楽）

実技検査（美術）

実技検査（体育）

面接における質問事項等

※ 上越教育大学では，過去３年分の問題をホームページに公表しています。

本学ホームページ「入試情報／学校教育学部」→「過去の試験情報／過去の試験問題」をご覧

ください。

（https://www.juen.ac.jp/060admissions/020faculty/080examold/exam/index.html）
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＜附録＞

令和５年度入試合格者成績情報

日 程 ・ 試 験 の 区 分 配点
令和５年度合格者

最高点 最低点 平均点

大学入学共通テスト 900 ６６５点 ４９３点 ５３３．４点

前期日程
個別学力検査等

小 論 文 90 ６７点 ３９点 ５５．６点

実技検査 90 ９０点 ２１点 ５８．８点

後期日程 大学入学共通テスト 900 ６２８点 ５１４点 ５６３．２点

学校推薦 大学入学共通テスト 900 ６１２点 ４０５点 ５０５．３点

型選抜 面接 270 ２６１点 １７６．４点 ２２８．３点

令和５年度入学試験状況

区分 募集人員 応 募 者 受 験 者 当初合格者 当初手続者 追加合格 追合手続 合格者総数 入学者数

推薦 50 ７９(49) ７９(49) ５０(35) ５０(35) ５０(35) ５０(35)

前期 77 ２０９(119) １３７(73) ８７(48) ８１(43) ８７(48) ８１(43)

後期 33 ４８２(280) ９２(50) ４５（24) ３８（21) ４５（24) ３８（21)

計 160 ７７０(448) ３０８(172) １８２(107) １６９(99) １８２(107) １６９(99)

（ ）内は女子で内数
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面接における質問事項等
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本学ホームページ「入試情報／学校教育学部」→「過去の試験情報／過去の試験問題」をご覧

ください。

（https://www.juen.ac.jp/060admissions/020faculty/080examold/exam/index.html）

- 34 -

＜附録＞

令和５年度入試合格者成績情報

日 程 ・ 試 験 の 区 分 配点
令和５年度合格者

最高点 最低点 平均点

大学入学共通テスト 900 ６６５点 ４９３点 ５３３．４点

前期日程
個別学力検査等

小 論 文 90 ６７点 ３９点 ５５．６点

実技検査 90 ９０点 ２１点 ５８．８点

後期日程 大学入学共通テスト 900 ６２８点 ５１４点 ５６３．２点

学校推薦 大学入学共通テスト 900 ６１２点 ４０５点 ５０５．３点

型選抜 面接 270 ２６１点 １７６．４点 ２２８．３点

令和５年度入学試験状況

区分 募集人員 応 募 者 受 験 者 当初合格者 当初手続者 追加合格 追合手続 合格者総数 入学者数

推薦 50 ７９(49) ７９(49) ５０(35) ５０(35) ５０(35) ５０(35)

前期 77 ２０９(119) １３７(73) ８７(48) ８１(43) ８７(48) ８１(43)

後期 33 ４８２(280) ９２(50) ４５（24) ３８（21) ４５（24) ３８（21)
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注 意 事 項

一 解 答 を 始 め る 前 に 、 解 答 用 紙 に 受 験 番 号 と 氏 名

を 正 確 に 記 入 す る こ と 。

二 解 答 は 、 「 Ｈ 、 Ｆ 、 Ｈ Ｂ 」 の 黒 鉛 筆 又 は シ ャ ー プ

ペ ン シ ル で 記 入 す る こ と 。

令 和 五 年 度 上 越 教 育 大 学 三 印 刷 が 不 鮮 明 な 場 合 を 除 い て 、 質 問 に は 一 切 応

じ な い 。

一 般 選 抜 （ 前 期 日 程 ）

四 解 答 は 、 解 答 用 紙 の 所 定 の 欄 に 縦 書 き で 記 入 す

る こ と 。 下 書 き 用 紙 で の 解 答 は 無 効 で あ る 。

小 論 文 試 験 問 題

五 試 験 終 了 ま で に 、 下 書 き 用 紙 か ら 解 答 用 紙 に

転 記 で き な い こ と の な い よ う 、 下 書 き と 解 答 の

時 間 配 分 を 十 分 考 え て 解 答 す る こ と 。

六 試 験 終 了 後 は 、 解 答 用 紙 だ け を 提 出 す る こ と 。

七 問 題 用 紙 と 下 書 き 用 紙 は 、 各 自 持 ち 帰 る こ と 。

-37-

- 36 -
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注 意 事 項
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令和５年度上越教育大学一般選抜（前期日程）

小論文試験問題出題の意図

出題箇所は「責任がもたらす不安」という項の一節であり，ボランティア活動で負う注

意義務や責任に伴う不安，また，その不安がボランティア活動を委縮する一要因になるこ

とを法律家の観点から概説している。

受験者はこの文章を読み，ボランティア活動は今の社会には必要不可欠であるが，その

活動には「責任がもたらす不安」がある点を的確に要約する。次に，将来，教師や指導者

として子どもたちにボランティア活動を指導する立場になることから，「責任がもたらす

不安」を理解し，その不安の軽減とともに，いかにボランティア活動を促進していくのか

を明瞭かつ論理的に記述する。

以上を通じて，思考力，判断力，表現力をみようとするものである。

次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 設 問 に 答 え な さ い 。

今 の 社 会 で は ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 介 護 、 福 祉 、 教 育 、 ス ポ ー ツ 、 芸 術 、 文 化 、

環 境 保 護 、 観 光 、 祭 り 、 国 際 交 流 、 災 害 防 止 、 事 故 防 止 な ど の 分 野 で の 無 報 酬 の 活 動 は 多 い 。 最 近 は 、 日 本 の

至 る と こ ろ で 毎 年 大 規 模 な 自 然 災 害 が 起 き て お り 、 多 く の 人 が ボ ラ ン テ ィ ア で 災 害 復 旧 活 動 に 従 事 し て い る 。

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が 高 校 や 大 学 の カ リ キ ュ ラ ム に 組 み 込 ま れ る 場 合 も あ る 。 住 民 が 通 学 路 に 立 っ て 子 ど も の 通

学 の 安 全 指 導 を 行 う こ と も ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 で あ る 。 無 報 酬 の 公 益 活 動 は 社 会 の あ ら ゆ る 場 面 で み ら れ 、 ボ ラ

ン テ ィ ア 活 動 が な け れ ば 今 の 社 会 は 成 り 立 た な い と 言 っ て も よ い 。

他 方 で 、 注 意 義 務 や 責 任 を 負 う こ と を 嫌 い 、 「 注 意 義 務 が あ る 」 、 「 責 任 が 生 じ る 」 と 聞 く と 驚 き 、 行 動 を た

め ら う 人 が 多 い 。 損 害 賠 償 責 任 や 刑 事 責 任 を 負 い た く な い こ と は 、 洋 の 東 西 を 問 わ な い が 、 日 本 で は 、 「 責 任 」

と い う 言 葉 に 独 特 の ニ ュ ア ン ス が あ り 、 そ れ が 漠 然 と し た 大 き な 不 安 を も た ら し や す い 。 多 く の 人 が 法 的 責 任

の 内 容 が よ く わ か ら な い の で 、 よ く わ か ら な い こ と は 得 体 の 知 れ な い 魔 物 の よ う に 人 々 の 不 安 を か き 立 て る 。

こ の 不 安 に は 、 責 任 問 題 が 生 じ た 場 合 に 人 々 か ら 非 難 さ れ る こ と に 対 す る 不 安 、 会 社 に い ら れ な く な る の で

は な い か と い う 不 安 、 そ の 地 域 に 住 め な く な る の で は な い か と い う 不 安 、 裁 判 に な れ ば 司 直(注)か ら 何 を さ れ

る か わ か ら な い と い う 不 安 （ 実 際 に は た い し た こ と は 起 き な い の だ が ） な ど も 含 ま れ る 。

時 に は 、 「 責 任 を 追 及 す る ぞ 」 と い う 言 葉 が 相 手 を 威 圧 す る た め に 使 わ れ る こ と が あ る 。 日 本 で は 、 「 裁 判

を す る ぞ 」 と い う 言 葉 が 喧 嘩 の 売 り 言 葉 に な る こ と が あ る 。 そ う い う 人 は 、 裁 判 に つ い て よ く 知 ら な い の で 簡

単 に 裁 判 と い う 言 葉 を 持 ち 出 す の だ が 、 裁 判 手 続 の 煩 雑 さ 、 立 証 の 難 し さ 、 時 間 と 費 用 が か る こ と な ど を 知 れ

ば ひ ど く 驚 き 、 絶 対 に 裁 判 な ど し な い 。

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は 自 発 的 な 活 動 で あ り 、 「 嫌 な ら 、 し な い 」 と い う 性 格 が あ る 。 そ の た め 責 任 に 対 す る 不

安 が ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 萎 縮 さ せ や す い 。 不 安 は 、 根 拠 が あ っ て も な く て も 生 じ る も の だ 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

に は｢嫌 な ら 、 し な い 」 と い う 性 格 が あ る と 言 う と 、 反 発 す る 人 が い る 。 し か し 、 自 発 性 と は そ う い う も の だ 。

注 意 義 務 や 責 任 を 負 う こ と は 当 た り 前 の こ と で あ り 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に も 注 意 義 務 や 責 任 が 伴 う 。 ア メ リ

カ で は 五 歳 の 子 ど も で も 注 意 義 務 を 負 う が （ 樋 口 範 雄 『 ア メ リ カ 不 法 行 為 法 』 弘 文 堂 、 二 〇 〇 九 、 二 三 頁)、

日 本 で は 、 子 ど も が 小 さ い 時 は 、 子 ど も の 代 わ り に 親 が 責 任 を 負 う （ 民 法 七 一 四 条 ） 。 街 中 を 歩 く 場 合 に は 、

他 人 に ぶ つ か っ て け が を さ せ な い よ う に す べ き 注 意 義 務 を 誰 で も 負 っ て い る 。 市 民 に 応 対 す る 自 治 体 の 職 員 は 、

市 民 に 間 違 っ た 指 示 を し て は な ら な い と い う 職 務 上 の 注 意 義 務 を 負 う 。 注 文 を 受 け た 飲 食 店 の 店 員 は 、 注 文 通

り の 料 理 を 出 す 注 意 義 務 を 負 う 。 ガ ソ リ ン ス タ ン ド の 店 員 は 、 ガ ソ リ ン と 軽 油 を 間 違 え な い よ う に す べ き 注 意

義 務 を 負 う 。 注 意 義 務 を 負 う こ と は 当 た り 前 の こ と で あ り 、 誰 で も 朝 か ら 晩 ま で さ ま ざ ま な 注 意 義 務 を 背 負 っ

て 生 き て い る 。 し か し 、 そ の よ う な 注 意 義 務 は 事 故 さ え 起 き な け れ ば 問 題 に な る こ と が な く 、 注 意 義 務 を 意 識

す る 必 要 も な い 。 通 常 、 当 た り 前 の こ と は 言 葉 に す る こ と も な い 。 し か し 、 そ れ を あ え て 言 葉 に し て 「 注 意 義

務 が あ る 」 と 言 う と 、 と た ん に そ の 言 葉 が 人 々 の 不 安 を か き 立 て や す い 。 注 意 義 務 を 負 う こ と に 不 安 を 持 ち 始

め れ ば 、 際 限 の な い 不 安 に 悩 ま さ れ る こ と に な る 。 そ れ は あ る 種 の 「 責 任 不 安 神 経 症 」 で あ る 。

法 律 家 は 、 「 誰 で も 注 意 義 務 を 負 っ て い る 」 と 聞 い て も 、 そ れ は 当 た り 前 の こ と な の で 、 何 も 感 じ な い 。 し

か し 、 法 律 家 以 外 の 人 は 注 意 義 務 を 特 別 な も の と 考 え 、 注 意 義 務 を 負 う こ と が 直 ち に 大 き な 不 利 益 を も た ら す

イ メ ー ジ を 持 ち や す い 。 社 会 の 中 で 誰 も が 注 意 義 務 を 負 っ て 生 き て お り 、 注 意 義 務 を ま っ た く 負 い た く な い 人

は 、 無 人 島 で 一 人 で 暮 ら す ほ か な い 。

注 意 義 務 を 負 っ て も 、 事 故 や 損 害 が 生 じ な い 限 り 、 責 任 が 現 実 化 し な い 。 注 意 義 務 を 課 さ れ る こ と に 不 安 を

感 じ る 人 は 、 注 意 義 務 を 意 識 し な い こ と で 安 心 を 得 よ う と す る 。 し か し 、 注 意 義 務 を 無 視 す る こ と で 安 心 感 を

得 て も 、 注 意 義 務 が 消 え て な く な る わ け で は な い 。 事 故 が 起 き て 初 め て 注 意 義 務 を 自 覚 し て 慌 て る 人 が 多 い 。

責 任 に 対 す る 不 安 の 中 に 、 世 論 の 非 難 に 対 す る 不 安 も 含 ま れ て い る 。 事 故 な ど の 責 任 問 題 が 生 じ れ ば 、 世 論

か ら 厳 し く 叩 か れ る こ と が 多 い 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 中 の 事 故 は 、 交 通 事 故 な ど に 較 べ れ ば 珍 し い の で 、 マ ス コ

ミ が 大 き く 取 り 上 げ 、 世 論 の 非 難 の 格 好 の 材 料 に な り や す い 。 現 在 は イ ン タ ー ネ ッ ト な ど を 通 し た 事 故 の 加 害

者 に 対 す る 世 論 か ら の バ ッ シ ン グ が 激 し い 。

（ 溝 手 康 史 『 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 責 任 』 共 栄 書 房 二 〇 二 二 年 よ り

な お 、 出 題 に あ た り 一 部 文 字 の 表 記 を 変 更 し た 箇 所 が あ る 。 ）

(注) 司 直 ･･･法 律 に よ っ て 事 の 曲 直 を 裁 く 役 人 。 裁 判 官 。

設 問 こ の 文 章 は 、 実 際 に 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 参 加 の 経 験 を 持 つ 弁 護 士 に よ っ て 記 述 さ れ た も の で す 。

は じ め に 、 著 者 の 述 べ て い る こ と を 二 〇 〇 字 程 度 で 要 約 し な さ い 。 次 に 、 著 者 の 述 べ て い る こ と を 踏 ま

え て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 で 負 う 注 意 義 務 や 責 任 に 伴 う 不 安 を 軽 減 し 、 日 本 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 発 展 さ

せ る た め に は 、 ど の よ う な 工 夫 や 取 り 組 み が 必 要 か 、 あ な た の 考 え を 六 〇 〇 字 程 度 で 述 べ な さ い 。 全 体

で 八 〇 〇 字 以 内 （ 厳 守 ） と し ま す 。
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小論文試験問題出題の意図

出題箇所は「責任がもたらす不安」という項の一節であり，ボランティア活動で負う注

意義務や責任に伴う不安，また，その不安がボランティア活動を委縮する一要因になるこ

とを法律家の観点から概説している。

受験者はこの文章を読み，ボランティア活動は今の社会には必要不可欠であるが，その

活動には「責任がもたらす不安」がある点を的確に要約する。次に，将来，教師や指導者

として子どもたちにボランティア活動を指導する立場になることから，「責任がもたらす

不安」を理解し，その不安の軽減とともに，いかにボランティア活動を促進していくのか

を明瞭かつ論理的に記述する。

以上を通じて，思考力，判断力，表現力をみようとするものである。

次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 設 問 に 答 え な さ い 。

今 の 社 会 で は ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 介 護 、 福 祉 、 教 育 、 ス ポ ー ツ 、 芸 術 、 文 化 、

環 境 保 護 、 観 光 、 祭 り 、 国 際 交 流 、 災 害 防 止 、 事 故 防 止 な ど の 分 野 で の 無 報 酬 の 活 動 は 多 い 。 最 近 は 、 日 本 の

至 る と こ ろ で 毎 年 大 規 模 な 自 然 災 害 が 起 き て お り 、 多 く の 人 が ボ ラ ン テ ィ ア で 災 害 復 旧 活 動 に 従 事 し て い る 。

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が 高 校 や 大 学 の カ リ キ ュ ラ ム に 組 み 込 ま れ る 場 合 も あ る 。 住 民 が 通 学 路 に 立 っ て 子 ど も の 通

学 の 安 全 指 導 を 行 う こ と も ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 で あ る 。 無 報 酬 の 公 益 活 動 は 社 会 の あ ら ゆ る 場 面 で み ら れ 、 ボ ラ

ン テ ィ ア 活 動 が な け れ ば 今 の 社 会 は 成 り 立 た な い と 言 っ て も よ い 。

他 方 で 、 注 意 義 務 や 責 任 を 負 う こ と を 嫌 い 、 「 注 意 義 務 が あ る 」 、 「 責 任 が 生 じ る 」 と 聞 く と 驚 き 、 行 動 を た

め ら う 人 が 多 い 。 損 害 賠 償 責 任 や 刑 事 責 任 を 負 い た く な い こ と は 、 洋 の 東 西 を 問 わ な い が 、 日 本 で は 、 「 責 任 」

と い う 言 葉 に 独 特 の ニ ュ ア ン ス が あ り 、 そ れ が 漠 然 と し た 大 き な 不 安 を も た ら し や す い 。 多 く の 人 が 法 的 責 任

の 内 容 が よ く わ か ら な い の で 、 よ く わ か ら な い こ と は 得 体 の 知 れ な い 魔 物 の よ う に 人 々 の 不 安 を か き 立 て る 。

こ の 不 安 に は 、 責 任 問 題 が 生 じ た 場 合 に 人 々 か ら 非 難 さ れ る こ と に 対 す る 不 安 、 会 社 に い ら れ な く な る の で

は な い か と い う 不 安 、 そ の 地 域 に 住 め な く な る の で は な い か と い う 不 安 、 裁 判 に な れ ば 司 直(注)か ら 何 を さ れ

る か わ か ら な い と い う 不 安 （ 実 際 に は た い し た こ と は 起 き な い の だ が ） な ど も 含 ま れ る 。

時 に は 、 「 責 任 を 追 及 す る ぞ 」 と い う 言 葉 が 相 手 を 威 圧 す る た め に 使 わ れ る こ と が あ る 。 日 本 で は 、 「 裁 判

を す る ぞ 」 と い う 言 葉 が 喧 嘩 の 売 り 言 葉 に な る こ と が あ る 。 そ う い う 人 は 、 裁 判 に つ い て よ く 知 ら な い の で 簡

単 に 裁 判 と い う 言 葉 を 持 ち 出 す の だ が 、 裁 判 手 続 の 煩 雑 さ 、 立 証 の 難 し さ 、 時 間 と 費 用 が か る こ と な ど を 知 れ

ば ひ ど く 驚 き 、 絶 対 に 裁 判 な ど し な い 。

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は 自 発 的 な 活 動 で あ り 、 「 嫌 な ら 、 し な い 」 と い う 性 格 が あ る 。 そ の た め 責 任 に 対 す る 不

安 が ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 萎 縮 さ せ や す い 。 不 安 は 、 根 拠 が あ っ て も な く て も 生 じ る も の だ 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

に は｢嫌 な ら 、 し な い 」 と い う 性 格 が あ る と 言 う と 、 反 発 す る 人 が い る 。 し か し 、 自 発 性 と は そ う い う も の だ 。

注 意 義 務 や 責 任 を 負 う こ と は 当 た り 前 の こ と で あ り 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に も 注 意 義 務 や 責 任 が 伴 う 。 ア メ リ

カ で は 五 歳 の 子 ど も で も 注 意 義 務 を 負 う が （ 樋 口 範 雄 『 ア メ リ カ 不 法 行 為 法 』 弘 文 堂 、 二 〇 〇 九 、 二 三 頁)、

日 本 で は 、 子 ど も が 小 さ い 時 は 、 子 ど も の 代 わ り に 親 が 責 任 を 負 う （ 民 法 七 一 四 条 ） 。 街 中 を 歩 く 場 合 に は 、

他 人 に ぶ つ か っ て け が を さ せ な い よ う に す べ き 注 意 義 務 を 誰 で も 負 っ て い る 。 市 民 に 応 対 す る 自 治 体 の 職 員 は 、

市 民 に 間 違 っ た 指 示 を し て は な ら な い と い う 職 務 上 の 注 意 義 務 を 負 う 。 注 文 を 受 け た 飲 食 店 の 店 員 は 、 注 文 通
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令和５年度上越教育大学一般選抜（前期日程） 
 

実技検査（音楽）試験内容及び採点の観点 

 

 

○基礎音楽能力テスト 

１．リズム感覚検査（聴取，記憶，再現） 

検査担当者が打つ次のリズムを聴き，同じリズムを受験者がマレットで打つ。(A，B とも） 

 

２．音感検査（聴取，音程感，発声など） 

検査担当者が弾く次のピアノの音を聴き，同じ高さの音を「ア」で歌う。（A，B，C とも） 

 
３．視唱能力検査（読譜力，発声，表現力など） 

次の楽譜を見ながら「ドレミ」または母音で歌う。受験者は検査直前に１分間楽譜を見る 

ことができる。最初にピアノで主和音と開始音を与える。申し出により移調も可とする。 

  
 

採点の観点 

 問題１ 聞いたリズムを正確に打てるかどうか。 

 問題２ 提示された音を再現できるかどうか。 

 問題３ 与えられた楽譜を読み取って歌えるかどうか。 

  以上の結果をもとに適性を総合的に判断する。 

- 40 -

令和５年度上越教育大学一般選抜（前期日程）

小論文試験問題採点基準

採点方法

複数の採点者が以下の採点基準に従い，各自９０点満点で採点し，その平均点を受験

者の得点とする。

採点基準

１ 思考力

ボランティア活動は今の社会において重要な役割を果たしているが，その活動に

伴う，注意義務，責任，不安について的確に読み解くことができているか。

２ 判断力

ボランティア活動に関する諸問題を「責任がもたらす不安」の観点から明らかに

し，ボランティア活動への参加を促進する方法や，ボランティア活動を発展させる

方法について論じることができているか。

３ 表現力

上記について，明瞭かつ論理的に記述できているか。
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令和５年度 上越教育大学 一般選抜（前期日程）

実技検査（美術）試験内容及び採点の観点

◯ 造形表現テスト

問題

配付されている描画対象物（クロワッサン，オリーブオイル，ティッシュペーパー，

タオル）を下敷き用紙上に自由に配置し，解答用紙に鉛筆で描画しなさい。

① 解答用紙は，縦に使っても横に使ってもよい。

② 対象物は，すべてが少しでも見えるように，下敷き用紙上に配置すること。

③ 下敷き用紙は，折り曲げたり，切ったりしてはいけません。

④ 画鋲は，解答用紙を固定するのに用いること。

⑤ 配置した対象物は，試験終了後もそのままにしておくこと。

注意事項

１． 机の上には次のものが置いてあります。監督者の指示に従って確認し，不足のも

のや破損したものがあれば，手を高く挙げなさい。

［用紙］ 解答用紙 １枚，下敷き用紙 １枚

［描画対象物］ クロワッサン １個，オリーブオイル １本，

ティッシュペーパー １箱，タオル １本

［用具］ ２Ｈ，ＨＢ，２Ｂ，４Ｂ，６Ｂの黒鉛筆 各１本，

消しゴム，鉛筆削り 各１個，

画板 １枚，

画鋲 ４個

２． 指示に従って，受験番号・氏名を解答用紙に記入しなさい。

３． 試験終了後，問題用紙は持ち帰りなさい。

採点の観点

以下の４項目の観点を中心に総合的に評価する。

⑴ 構成の工夫や広がりがみられるか。

⑵ 素材を生かした表現を行っているか。

⑶ 描画材である鉛筆による表現の幅がみられるか。

⑷ 表現しようとする思いや考えを伝えようと努力しているか。

- 43 -

令和５年度 上越教育大学学校教育学部 一般選抜（前期日程）

実技検査（体育）試験内容及び採点の観点

○ 運動能力テスト

脚筋力，調整力及び柔軟性を含む総合的な運動の基礎的能力を次の２種目でみる。

①立ち三段跳び※ ②長座体前屈

※ 両足を揃えた立位姿勢から，右足，左足（または左足，右足）と接地し，３歩目に両足で着地する

跳躍運動。

採点の観点

運動の基礎的能力の観点から評価し，入学後の学習に必要な適性をみる。
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令和５年度 上越教育大学 一般選抜（後期日程）

面接における主な質問事項

・ あなたが本学を志望した理由を教えてください。

・ 大学生活であなたはどんな力をどのように身に付けていこうと考えていますか。

・ 現代社会では，さまざまな場面で立場や考え方の違う人と関わることが求められて
います。多様な人と協力しながら活動するために，最も大切なことは何でしょうか。
あなたの考えを聞かせてください。

・ 「我が事のように嬉しい」という表現がありますが，あなたはこれまでの学校生活
において，このように思ったことはありますか。差し障りのない範囲で具体的に話し
てください。

- 44 -

令和５年度 上越教育大学 一般選抜（前期日程）

面接における質問事項等

個別質問

あなたはどのような教師になりたいと考えますか。またそのような教師になるためにどの

ような努力を本学でしたいですか。

発表のテーマ

海外の学校教育と比較して，日本の学校教育の長所と短所についてあなたの考えを発表し

てください。

集団討論の目標

全員の発表を受けて，日本の学校教育の短所について要点をまとめてください。また，そ

れがどの様に改善できるか討論してください。
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[メモ欄]
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令和５年度 上越教育大学 学校推薦型選抜

面接における主な質問事項

・ 理想とする教師像について，今までの学校の先生との出会いを踏まえてお話しくだ
さい｡

・ 「友達をあだ名で呼ぶことを禁止する学校が増えている」という報道があります。
これに対しては，さまざまな意見がありますが，あなたはどう考えどう振る舞いますか｡
その理由も含めてお話しください。

・ あなたはこれまで，意志が揺らいだり，一度決めたことをあきらめようと思ったり
したことはありますか。あなたの経験を具体的に話してください。また，その経験か
ら何を学んだのか説明してください。
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これに対しては，さまざまな意見がありますが，あなたはどう考えどう振る舞いますか｡
その理由も含めてお話しください。

・ あなたはこれまで，意志が揺らいだり，一度決めたことをあきらめようと思ったり
したことはありますか。あなたの経験を具体的に話してください。また，その経験か
ら何を学んだのか説明してください。
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本学へのアクセス

キャンパス周辺マップ

電車での
アクセス

車での
アクセス

広域
マップ

あいの風とやま鉄道

IRいしかわ鉄道

○上越妙高駅から
［タクシー］上越妙高駅前から乗車（約20分）
［バ　　ス］上越妙高駅から

［36］山麓線乗車，「教育大学東」下車
（約20分，平日のみ運行，１日３便） 

［鉄　　道］えちごトキめき鉄道（妙高はねうまライン）の下り線に乗車（約10分），
「春日山駅」下車，徒歩で約25分（2.2km）

○高田駅から
［タクシー］高田駅前から乗車（約10分）
［バ　　ス］高田駅近くの「本町六丁目」から

［5］教育大学線乗車，「教育大学」下車（約15分）
○直江津駅から

［タクシー］直江津駅前から乗車（約10分）
［バ　　ス］直江津駅前から

［5］教育大学線乗車，「教育大学」下車（約20分）
［バ　　ス］直江津駅前から

［36］山麓線乗車，「教育大学東」下車
（約15分，平日のみ運行，１日３便） 

本学の入学試験の出願方法は「インターネット出願」です。
インターネット出願サイトで「アカウント作成」後,出願期間内に
「出願内容の登録」・「検定料の支払い」・「出願書類の提出」を
完了してください。

入試関係日程一覧

入 試 方 法
インターネット出願登録期間 出 願 期 間

試 験 日 合格者の発表
及び検定料支払期間 （出願書類提出期間）

学校推薦型選抜
令和５年12月１日(金)10時

令和５年12月１日(金)
令和６年１月24日(水) 令和６年２月13日(火)

～ 12月８日(金)15時まで
～ 12月８日(金)

17時必着

一 般 選 抜 令和６年２月25日(日)
令和６年３月８日(金)

( 前 期 日 程 ) ～ ２月26日(月)

令和６年１月22日(月)10時
令和６年１月22日(月)

～ ２月２日(金)15時まで
～ ２月２日(金)

一 般 選 抜
17時必着

令和６年３月12日(火) 令和６年３月22日(金)
( 後 期 日 程 )

今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況，並びに災害等の不測の事態により，
本要項に記載されている「一般選抜」及び「学校推薦型選抜」の選抜方法や試験時間等を
変更して実施することがあります。
変更を決定した場合は，直ちに本学ホームページにて周知しますので，出願の前や

試験日の直前は，最新の情報にご注意願います。
〔二次元コード〕

ＵＲＬ ： https://www.juen.ac.jp/




